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2019年東京大学・医学部合格者インタビューを
お届けします。

膨大な情報量になっていますが、グノーブルを
活かして最大の効果を上げるためのヒントが
ぎっしり詰まっていると思います。これから大学
受験をされる皆さんには、マーカー類を片手に、
気になる発言や参考になりそうな箇所に印を
つけながら全編に目を通すことをお勧めします。

勉強を進めていく時に大切なことは、先輩の
体験や先生の助言を参考にしながら、徐々に自分
に合った勉強法を確立していくことです。この
グノレットの中に、お手本にできることがあれば、
ぜひ、お試しください。

また、勉強に行き詰まったり、気持ちが折れそう
になったり、迷いが生じることもあるでしょう。
そんな時には、改めてこのグノレットを開いて
先輩たちの声に耳を傾けてみてください。きっと
勇気をもらえると思います。

2019年 6月　グノレット編集部

※なお、各インタビューの内容には抜粋版のものがあります。グノーブル・
ホームページにおいて PDF フルバージョンをお読みいただけます。詳細は
各インタビューページの冒頭でご確認ください。

【座談会出席者】（五十音順、本文中敬称略）
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ました。
小田切：私は高２の夏期講習から英
語と数学を習い始めました。国語は
高３の講習で受講しました。それま
では塾に通っていなかったので、少
し危機感を抱いていましたが、当時
は、勉強以外でやりたいことが続い
ている時期でした。
　そんな時、友達の先輩が「グノは
宿題が少ないけれど、授業の密度が
濃いから、１回１回きちんと受けれ
ば大丈夫」と勧めてくださいました。
塾に学校生活を捧げるのはもったい
ないと思っていて、あまり時間をと
られたくなかったので、グノに魅力
を感じました。

グノーブルの英語

小田切：英文を前から英語のまま読
むのが好きでした。これができるよ
うになると、リスニングも得点源に
なりました。
　高１のとき、他塾で「これがSで、
これがVで、ここを括弧で括って」
というアプローチの授業を受けてい
ましたが、複雑な構造の文になると
構造を解析することに頭がいっぱい
になり、内容が全然わからなくなっ
ていました。こういう英文の読み方
があたりまえだと思っていたので、

最初グノの英文の読み方には戸惑い
もありました。
　慣れてしまえばグノの読み方の方
が圧倒的に簡単ですし、内容の理解
に頭を使えてスラスラ読めるように
なったのは大きかったです。
伊東：グノでは文法もしっかり説明
されますが、英語の成り立ちを踏ま
えた解説なので私にはとても良かっ
たです。非常に興味が持てましたし、
自然な文法を習得できました。豊か
な表現や微妙なニュアンスの使い分
けもできるようになりました。
清水：先生たちからは、語学の習得
にはインプットとアウトプットが大
切だとよく言われていました。
　グノの読解の授業では興味深い英
文をたくさん読めましたし、GSL＊

も充実していたのでリスニングでの
インプットもできました。文法の問
題も「ここを聞いてくるのか！」と
いった発見がいっぱいありました。
　アウトプットはプレゼンのように
行う音読と、毎週たくさん添削して
もらえるライティングです。イン
プットとアウトプットの両方を積み
重ねて、「英語ではこういう捉え方
をする」という感覚とか、英語のリ
ズムや呼吸がわかりました。
鈴木（友）：僕が一番いいなと思っ
たのは、英単語の意味を覚えるとき
に日本語との対応で覚えるのではな
いということです。単語帳を使って
日本語との対応で覚えていると、イ
メージの広がりがなくて、固定的な
日本語でしか意味がとれなくなりま
す。
　グノだと、接頭辞や接尾辞、語根
のことをちゃんと教えてもらえるし、
時には先生が黒板に英単語のイメー
ジを絵に描いてくれたり、体を使っ
て動作で表現してくださります。
　例えば、per という接頭辞は
「ずっと」という意味で、spect と
いう語根は「見る」という意味だか
ら、perspectiveは絵画の文脈なら

「遠近法」という意味になるし、
perspective�on� life というような
使われ方なら「人生観」になります。
　このように覚えられると、英文の
中で単語が生き生きと見えてきます。
語根や接頭辞などがヒントになって
意味を推測できるようにもなるし、
文脈から和訳のときの日本語を工夫
できるようにもなります。
清水：僕は単語帳を一周暗記したこ
とがありますが、どうしても英単語
と日本語を一対一で覚えることに
なってしまい、ひとつの意味を忘れ
たらそれで終わりになりがちでした。
グノに入ってからの単語の覚え方は、
広がりを持って単語の意味を思い出
せる強みがありました。
小田切：単語帳を使わなくても、グ
ノの授業できちんと理解した単語は
英文の中で自然に覚えられました。
単語帳にかける時間がなくなった分、
他のことに時間をかけられて良かっ
たです。
鈴木（悠）：僕も単語帳は全然使い
ませんでした。それでも英文の中で
初めて見る単語も、文脈やその単語
の成り立ちから意味を推測できるよ
うになりました。単語帳から始める
のとは違う利点がグノのやり方には
ありました。
鈴木（友）：高２のときに、語源ノー

入塾のきっかけ

芝：僕は中３の冬から通いました。
高校に進学したら「ちゃんと勉強し
よう」と思い、とりあえず英語だけ
でも塾に入るつもりでした。友達に
話を聞いたら「英語ならグノだよ」
と言われて、冬期講習を受けてみま
した。
　グノの授業には楽しい雰囲気が
あって、文法的な解説ばかりしてい
る授業よりも自分に合っていると感
じました。
清水：僕は中１から他塾で英語を受
講していましたが、文法面に不安が
あったのでそれを補うために別の塾
を探しました。小さい頃に少しだけ
海外に住んでいて英語に親しんだ経
験があったので、文法ばかり教わる
ことには抵抗もありました。そんな
時期にグノの噂を聞いて、新高１で
春期講習に参加してみました。
　英語を英語として捉えるグノの方
針に共感し、「自分の気に入った塾
で学びたい」と考えて入塾しました。
松下：グノに入塾したのは高１の夏
期講習の英語からでした。それまで
は他の英語専門塾に通っていて、そ
こで英語を楽しんでいましたが、周

りから刺激を受けられる環境ではあ
りませんでした。

　英語に強い塾を探していたらグノ
を見つけて、講習を受けてみたら面
白かったのでそのまま入りました。
鈴木（友）：僕は高１の春に英語で
入って、夏から数学、高２から古文
と現代文も始めました。僕の学校で
は、他塾に通っている人たちが宿題
を学校でずっとやっていて、その姿
を見て「これでは学校生活と両立で
きない」と思いました。
　中学からグノに通っている人たち

は宿題の負担はなさそうだったし、
振替制度のことも聞いていたので、
「学校生活と両立しながら学べそう
だ」と思ってグノに決めました。
伊東：高２の冬に英語で入りました。
私の学校にいる数少ない東大志望の
人たちは東大専門塾に通っていまし
たが、東大だけを見て勉強している
雰囲気がありました。
　私は本当に身になる英語を求めて
いたので、東大受験に特化した勉強
は好きになれませんでした。そこで
見つけたのがグノでした。合格体験
記を読んで、「通うならこういう塾
がいい」と思いました。
鈴木（悠）：「そろそろ英語の塾に通
わないと」と思っていた高２の初め
頃、部活の先輩がグノのことを楽し
そうに話しているのを聞いて、グノ
が選択肢に入りました。実際に説明
会に参加してみて、「この塾なら間
違いない」と思って決めました。そ
れ以前に大手予備校の体験授業を受
けたこともありましたが、文法中心
の解説があまり頭に入ってこなかっ
たんです。
　グノの説明会で受けた模擬授業で
は、思わず引き込まれる面白さを感
じました。高３からは国語も受講し

英語に強い塾を探してグノに入りましたが、数学もとても良かったです。
グノの数学にはセルフチェックシートがあって、自分の傾向や苦手分野と向き合え
考え深くなれたと思います。� 松下�慧輝さん（文Ⅰ・芝）

●		PDFフルバージョンでは、「学校生活と塾の両立」、「グノーブ
ルの評判」、「グノーブルの環境」もお読みいただけます。
	 www.gnoble.com/gnolet23/
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＊GSL（Gnoble�Sound�Laboratory）：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。
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トの作り方を教えてもらいました。
それを実際に作り始めてから、より
覚えやすくなりました。
　語源ノートは、語根を真ん中に書
いて、そこから線をのばして関連す
る英単語をどんどん書いていくメモ
ノートみたいなものです。
松下：グノの英語は、受験英語を教
えるというよりも、言語としての英
語を教えるという点が特徴的でした。
　授業で提供される英文の中にはた
だ難しいのではなくて、英語的な脳
みそになっていないと中核までたど
り着けない英文もよくありました。
先生はその英文を深く理解した上で
説明してくださるので、解説を聞い
ていると、英語的な発想の仕方がわ
かってきて、ちょっと感動すること
もありました。
　授業ではいろいろな分野の英文や、
最新の時事的な英文も扱われました。
新しい知識も増えて知的な楽しみを
満喫できました。英文の背景に関し
ては先生がいつも楽しそうに解説し
てくださっていたので、授業で扱っ
た英文は楽しく復習できました。
鈴木（悠）：授業で扱う英文自体が
とても面白いんですよ。英語という
科目だけでなく、英文の背景にある
哲学のようなものも理解できるのが
楽しかったです。

　グノの英語の授業で学んだことは、
受験での得点力アップにつながるの
はもちろんですが、現代文の解釈に
役立つものもありました。自分の教
養の厚みが少し増したように思いま
す。
清水：授業の雰囲気に適度の緊張感
があるのもグノの特徴です。
　授業は先生と生徒のやり取りで進
んでいくので集中がとぎれません。
自信のないところに限って自分に
回ってきてつらいこともありました
が（笑）、それはそれで楽しいもので
した。
　答えられなかった内容は悔しいの
と同時に忘れがたくなるし、指名さ
れる授業だからこそ、わからない単
語があっても、その意味を文脈から
推測しようと必死になるので、考え
る習慣がつきました。
芝：緊張感といえば、授業の中で演
習したことをすぐに添削して採点し
てもらえるのは本当に良かったと思
います。毎週「今週もがんばるぞ」
と思って授業に臨めましたし、でき
なくても「またがんばろう」という
モチベーションにつながりました。
小田切：授業であてられても大丈夫
なように演習時間ギリギリまで解答
の根拠を探すから、模試や入試本番
でも広い視野で考える練習になりま
した。
　授業内演習では、点数の分布を先
生が黒板に書いてくださるので、自
分の位置が大体わかります。グノに
は本当に優秀な人が多いので、それ
を見ながら「今日はがんばれたな」
などと思えたのが良かったです。
鈴木（悠）：演習のときには隣の人
が解いていくスピードもわかるので、
その緊迫感を結構楽しんでいました。
この経験はとても大きくて、入試本
番でも生きたと思っています。
鈴木（友）：確かに、授業内演習を続
けていると、模試への抵抗感がなく
なるし、東大入試本番でも「時間が

きつい」と思いませんでした。
　東大の英語は、120分で読んで書
いて聞いてとたくさんこなしますが、
グノで何十回も授業内演習を重ねて
いたら楽になります。
松下：演習問題のレベル自体がかな
り高かったと思います。でも、直後
に解説があるので、気持ちが新鮮な
まま自分の解いた問題と向き合えま
した。自分の中で良かった部分と悪
かった部分が浮き彫りになって、毎
週印象に残る授業でした。
伊東：私は東大入試本番で世界史を
大失敗した自覚があって、英語と国
語に救われました。英語の場合、授
業内で添削を受けた回数の積み重ね
が表れたのだと思います。
　先生方の添削は単なる丸つけでは
ありません。例えば英作文の場合だ
と、文法や語法のミスも指摘してい
ただけますが、「こういうところを
まとめられていて良い」とか「こう
いうところを言及すると良い」とか、
内容構成についてのコメントもいた
だけました。

　要約の場合だと、筆者の主張を的
確に把握し、その主張をするのに筆
者がどのように英文全体を組み立て
ているか、それを見抜く目を養う指
導を厳しくしていただけました。こ

れらを繰り返し鍛えられたおかげで
本番での成功につながりました。

英語の力が伸びた時期

小田切：「あっ、変わった」と思った
のは高３の夏です。
　夏休みは時間をとれるから、朝の
目が覚めたときと夜の寝る前に、普
段よりも長く音読をしました。その
結果、サッカーの英語実況が自然に
聞き取れるようになっていたんです。

伊東：私も音読は毎日やっていまし
た。GSLを聞いて、英文を覚えるく
らいまで読み込みました。秋頃には
英語を読むのが速くなったことを実
感できましたし、直前期までどんど
ん速読力は伸びました。
　何回も音読して理解の深まった英
文が増えるにつれて、初見の英文で
も速く読めるようになっていました。
松下：僕はまずグノに入った直後に
伸びていると実感しました。このと
きは英文法を必死に勉強していたの
で、いい加減だった英文法の土台が
整ったからだと思います。
　そのあとは高３の２学期の秋にも
伸びを実感しました。グノでたくさ
ん読んできた英文の蓄積のおかげだ
と思います。

清水：グノに入塾後、英文にたくさ
ん触れるようになって１か月もした
ら、新しい英文を読んでもスッと内
容が頭の中に入ってくるようになり
ました。
　高３の夏以降、慢心していたせい
で読み込みをしていなかった時期が
あったのですが、そうしたら英語の
成績が落ち始めてしまいました。
　やはり毎日コツコツ英語に触れる
ことは大切です。電車の行き帰りを
使って常にグノで扱った英文の読み
込みをしているうちに、また英語が
頭に入ってくるようになりましたし、
読み込みのおかげで語彙力もついて、
テストでも点数をとりやすくなりま
した。
鈴木（悠）：僕も音読を勧められて
いたにもかかわらず、高３の初めの
頃は、社会科目の勉強もあって、音
読をサボっていました。おかげで夏
の全国模試では、英語が全部解き終
わりませんでした。
　「これはまずい」と思ってその日
から集中的に音読を始めました。先
生のアドバイスを参考にして、プレ
ゼンテーションをするように、内容
を英語で伝える意識を持った音読で
す。
　夏の模試では英語の偏差値が 50
ちょっとしかなかったのですが、秋
の模試では偏差値が70までアップ
して、「本当に伸びた」とうれしくな
りました。入試本番でも 15分くら
い時間が余りました。
鈴木（友）：僕は急激に伸びたので
はなく、高１から高３まで少しずつ
継続的に伸びていたのだと思います。
　高３になってから高１の頃のプリ
ントを見直していたら、当時は「難
しい」と思っていた英文もスラスラ
読めるようになっていました。この
間にメインで取り組んでいたことは、
やはりGSLを利用しての音読です。
芝：僕の場合はリスニングがずっと
苦手でした。

　高３の夏の東大模試のあと、グノ
の先生に相談し、いただいたアドバ
イスに従ってGSL を活用したシャ
ドーイングを始めました。そのうち
にリスニング力が安定してきて、秋
の模試でリスニングが２倍の得点に
なってびっくりしました。

グノーブルの数学

小田切：私は高２で英語と一緒に数
学も受講しました。
　中学受験の頃から算数が嫌いで、
高２までの４年間数学をサボってい
ました。だから、本当に数学ができ
ませんでした。問題の解き方がわか
らないし、勉強の仕方もわかりませ
んでした。ほとんどの人は教科書の
問題を解いていくとわかるようにな
るのでしょうが、私は教科書の問題
がそもそも全く解けなかったんです。
　でも、グノに通ったら、「数学が一
番伸びた」と言ってもいいくらい伸
びました。高３の秋の模試で全国偏
差値が 65を超えましたし、数学が
安定したから他の科目にも集中でき
ました。グノで数学が劇的に変わら
なければ、そもそも国立大学を受け
ていなかったかもしれません。
　グノの授業で「こういうふうにや
ればいいんだよ」「この考え方を使

松下 慧輝さん（文Ⅰ・芝）

鈴木 友貴さん（文Ⅱ・筑波大学附属駒場）

鈴木 悠太さん（文Ⅰ・麻布）

清水 瞭さん（文Ⅰ・開成）
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13期生 合格者インタビュー

伊東：私はもともと国語がかなり得
意でした。古文・漢文は高２で自分
なりに完成していたので、「塾に行
かなくていいかな」と思っていまし
た。でも、高３の春にグノの授業を
受けたら、惚れてしまったんです
（笑）。結局１年間ずっと受講しまし
た。
　授業では毎回、腹筋が痛くなるほ
ど笑って、いつの間にか力が伸びて
いく感覚でした。解説は、全然関係
ないような先生の面白い昔話から始
まって、話が進んでいくうちに設問
のヒントにつながっていくんです。
ちょっとした日本史のクイズなども
多くて、それに答えるのが楽しみで
した。
　添削は、一人ひとりの答案に対し
て的確に付け加えたり削ったりして
くださって、本当に丁寧でした。解
答例も私たちの手が届くような表現
を提示していただけたので、とても
参考になりました。
　先生が本文に書かれている長い比
喩をどう簡潔にまとめるかといった
テクニックを教えてくださったおか
げで、東大模試でも良い点をとれま
した。
小田切：私も国語は昔から好きでし
たが、高３の春期・夏期・冬期・直
前の講習は受講しました。以前は、
東大で出題されるエッセイふうの文
章の場合、何が問われているかわか
らずに面食らってしまっていたので
すが、グノの授業を何回か受けてい

るうちにどんどんできるようになり
ました。
　何より、現代文と古文と漢文とを
同じ先生が教えてくださるので、自
分のことをトータルにわかっていた
だける安心感がありました。「古文
と漢文は良い感じだから、現代文を
安定させようね」とアドバイスをい
ただき、本当にありがたかったです。
松下：僕も新高２の春期から直前ま
で、講習だけ受講しました。学校に
はグノの国語に感銘を受けた人たち
が多くいて、それで僕も受けてみた
のですが、みんなの言っていた通り
でした。
　授業は東大入試を見据えた内容で、
テキストの文章自体も先生の話も面
白いし、解答解説も十分納得できる
ものでした。
　宿題や見直しは、楽しい授業を思
い出しながら取り組めて、自宅学習
も楽しくなりました。
　僕はグノ以外にも通信教育を受け
ていて先生はそちらの教材のやり方
までアドバイスしてくださいました。
　様々なサポートのおかげで不得意
な現代文の成績が大きく伸びました。

グノーブルの先生

鈴木（悠）：授業でわからないこと
があったらグノの場合、気軽に質問
できます。
　例えば、僕が夏模試でひどい成績
だったとき、すがる思いで国語の先
生に相談にいったんです。そうした
ら、先生は社会科目のことも含めて
話してくださって、先生ご自身の経
験に基づいた的確なアドバイスをく
ださいました。勉強計画を立てる上
での指針を示していただけたので本
当に助かりました。
　一方通行の授業で、質問も気軽に
いける雰囲気ではない他塾とはまる
で違いました。
小田切：グノの先生は一人ひとりと

ちゃんと向き合ってくださいました。
その姿に私は感動したことがありま
す。
　新高３の春に電話である先生に
ちょっとした相談をさせていただい
たことがありました。そのことを先
生はずっと覚えていて、合格後の報
告会のとき、「あのときの電話で
は……」と先生から話してくださっ
たんです。「私も忘れていたことな
のに！」と本当に感動しました。
　グノの先生は全員親切です。一見
近づきにくくて最初は質問にいくの
をためらっていた数学の先生も、い
ざ質問にいってみると、とても優し
く対応してくださり感動しました。
芝：質問といえば、グノではメール
でも質問できます。すぐに返信が来
て驚いたことも何度もあります。た
とえ夜遅くても、先生は生徒のため
にメールを返信してくださるんです。
　「グノの先生の生徒思いはすごい」
と思っていました。
松下：生徒をちゃんと見ていてくだ
さるのは心強いです。僕は高３の夏
前に英語のクラス分けテストで失敗
してクラスが落ちてしまいました。
そのときはどん底でしたが、先生た
ちに声をかけていただいて救われま
した。
　国語は受験終盤の過去問添削で
びっしり赤入れをしていただきまし
たし、数学も先生と双方向のコミュ
ニケーションがいつもとれていたの
で、勉強に前向きに取り組めました。

えば解けるよ」ということを、感覚
ではなく言葉で論理的に教えてもら
えたので、体系立って積み重ねるこ
とができて、自信とやる気が出てき
ました。
　セルフチェックシートも力になり
ました。シートを埋めるのは大変で
したが、先生も私以上にコメントを
書いてくださるので、それを励みに
して、「ちゃんとやろう」と自分を奮
い立たせました。
　シートを書き続けたおかげで、正
答する見込みがある失敗と全く見当
違いの失敗とを区別できるようにな
りました。何よりも最後の方は数学
がとても好きになって、本番でも得
点源になりました。
鈴木（友）：グノの先生は「野生」と
「整理」という言葉をよく使ってい
ました。数学が大好きで得意な人が
自分のやりたいようにやって正解を
出すのは「野生」です。「こういう問
題はこうしたら解ける」と自覚的な
やり方が「整理」です。
　僕は数学が嫌いではなかったので、
調子がいいときは好きにやっても解
けました。でも、好きにやっている
とつまずくこともよくありました。
僕のような受験生には、「整理」が大
切だったんです。
　グノの授業を受けて宿題をこなし
ていくうちに、「整理」の方法が身に
ついて、「野生」で不安定だった数学
が安定するようになりました。
松下：グノの授業は、しっかりつい

ていけば、誰でも数学ができるよう
になる授業形態です。しかも、教科
の枠にとらわれず、他のあらゆる面
で活かせるメソッドを学べます。
　例えば、「メタコグニション」とい
う言葉があります。これは、“自分の
認識の仕方を認識すること”を意味
し、それができるといろいろな面で
役立ちます。
　グノのセルフチェックシートでそ
のメタコグニションが身につきまし
た。シートを書き続けていると「自
分がどういう傾向を持っていて、ど
ういうところが苦手なのか？」がわ
かるようになります。そこに対する
解決策を自分なりに考案して実験し、
ダメならダメで新しい解決策を考え
て、うまくいったらそれを知識とし
て自分の中に蓄えておく、というト
ライ・アンド・エラーもできるよう
になりました。
　妥当性を持った一般則でも、実際
にやってみるとうまくいかないこと
があります。そんなときは「どうす
ればいいのか？」を、セルフチェッ
クシートを書きながら深く考えるこ
とになりました。この時間にも大き
な意味がありました。

グノーブルの国語

鈴木（悠）：高３で受講した東大国
語のおかげで、国語の力はかなり伸
びて、本番も十分な手応えを感じら
れました。

　堅苦しくて抽象度の高い文章でも、
先生が身近で面白い具体例に置き換
えて解説してくださったので、本文
に対する理解が深まりました。抽象
的な事柄は具体的な例を思い浮かべ
てみると見通しが良くなるという思
考法を学べました。
　他の予備校だと、ひとつの解答例
を挙げて「あなたの解答はここが間
違っている」という添削法になりが
ちです。一方、グノでは、生徒の書
いた答案に少しずつ足し引きして
いって正しい解答に導いていくとい
う添削法で、僕も納得できる添削を
受けられました。
鈴木（友）：僕は高２からグノの国
語を受けていました。
　先生は、抽象的な難しいことや一
回文章を読んだだけではわからない
ことを、身近な例を使って具体的に
解説してくださいます。そこには深
い洞察や教養もあって、授業を受け
ているうちに、それが自分の一部に
もなっていきました。最終的には
「読んでわからない」となる文章は
ほぼなくなりました。

　古文・漢文も丁寧に文法を教えて
いただけて成績が伸びました。古文
単語の覚え方も、その成り立ちを踏
まえるというグノの英単語の覚え方
と似ていて、現代語に関連させたり、
漢字に置き換えたりして意味を推測
するなど、楽しく本格的に勉強でき
ました。

清水 瞭さん（文Ⅰ・開成）

芝 崇汰さん（文Ⅱ・麻布）

伊東 希々さん（文Ⅰ・田園調布雙葉）

小田切 文さん（文Ⅰ・桜蔭）

鈴木 友貴さん（文Ⅱ・筑波大学附属駒場）
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それだけでなく学校生活の相談にも
一緒に考えてくださったことがあり
ました。
鈴木（友）：松下君と同じく、僕も英
語のクラス分けテストで落ちたこと
があります。だから、結果としてい
ろいろな先生に英語を習いました。
数学や国語も含めて何人もの先生に
お世話になりました。
　グノの先生は皆さん個性的で楽し
い方なのですが、面倒見がいいとい
う点では一緒です。親身なアドバイ
スをくださる一方で、勉強法などは
生徒の自由を尊重してくださいます。
文化祭のときは準備の進捗を聞いて
くださったりと、学校行事への理解
があるのも本当にありがたかったで
す。
伊東：先生は生徒一人ひとりをよく
見ていらっしゃいます。添削もとて
も丁寧で、細かいところまでコメン
トした答案を返してくださいました。

　何が得意で何が苦手なのかという
ことも的確に見抜いていらっしゃる
先生から「あなたはここはこうだか
ら大丈夫」と励ましてもらえると、
根拠のない「大丈夫」からは得られ
ない自信につながります。
清水：先生は親身なだけでなく、
様々なことにおいてとてもレベルが
高くて驚かされました。
　英語の先生は毎週新しい英文を何
本も用意して授業に持ってきてくだ
さるし、その英文の背景にまで精通

している解説を毎回受けられました。
とても熱い気持ちを持っていらっ
しゃるのも伝わってきて、毎週「す
ごい」と思って授業を受けていまし
た。

後輩へのアドバイス

鈴木（友）：大学受験はこれまでの
受験と違って文系理系や志望大学、
科目の選択、勉強法など、決めなけ
ればいけないことがたくさんあって
悩みます。だからといって、学校や
ネットで情報集めに躍起になるより
も、グノの先生に相談してアドバイ
スを受けながら真面目に勉強に向か
う方が賢明です。グノと自分を信じ
て勉強するのが大事です。
小田切：先生に相談したら親身に現
実的なアドバイスをくださいます。
勉強そのものでなくても、勉強法や
学校の悩みなど、何でもいいから怖
がらずにどんどん質問にいきましょ
う。
清水：グノの先生たちは、普段から
僕たちのことをよく見ていてくださ
るので、先生のところにまず相談に
いってみるのはおすすめです。
　でも、その一方で、勉強するのは
自分たちなので、やるべきことは
しっかりやることが大切です。例え
ば英語の音読をしっかりやるとか。
鈴木（悠）：僕も英語は音読に尽き
ると思います。慣れていないうちは、
音読がつらくて大変です。でも、続
けていくうちにどんどん楽しくなり
ます。
　効果が出るまで３、４か月はかか
りますが、こらえて続けていれば、
ある時期から成績や結果がついてき
ます。グノの先生を信じて音読して
ほしいです。
芝：音読には恥ずかしさが伴うかも
しれません。僕も斜に構えて「音読
はちょっと……」という時期があり
ました。でも、最後には先生のおっ

しゃることを信じて、恥ずかしさを
捨てて、人形相手に音読やシャドー
イングをすることで、ちゃんと結果
につながりました。
松下：大学受験は最終的には自分の
受験です。だから、試行錯誤を最後
まで続けなければなりません。そう
いう過程を手助けしてくれるのがグ
ノです。先生が後押しをしてくださ
るので、好きなだけ失敗できる塾だ
と思います。やってみるから、失敗
できるのだし、失敗した分、成長に
つながりますからグノの環境を存分
に活用してください。
伊東：私は、大学受験のために通っ
ていたと思えないほど、生きた知識
を学べた充実の一年間でした。生き
た英語を学ぶ努力をしていれば、い
つの間にか東大入試でも自分が思っ
ている以上のところにたどり着けま
す＊。グノを信頼して真面目に取り
組めば大丈夫です。

＊�伊東さんはTLPの認定を受けました。TLP（Trilingual�Program）：「グローバルリーダー育成プログラム」の一環。東大の英語入試で上位１割程度に入った学
生に認められています。

國
くに
枝
えだ
	健
けん
さん（文Ⅲ・筑波大学附属駒場）	 佐
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清
し
水
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	 響
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さん（文Ⅱ・開成）	 向
むこう
田
だ
	 翔
しょう
太
た
さん（文Ⅱ・開成）

山
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本
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ま
愛
い
さん（文Ⅲ・都立国立）

「単語帳は要らない」と言われて、最初は「大丈夫かな？」と疑問に思いました。
でも、語源から教えてもらえたことで、イメージで単語を覚えられましたし、
うまく解釈できるようになっていることに気づき、グノの方針に納得しました。
� 國枝�健さん（文Ⅲ・筑波大学附属駒場）

●		PDFフルバージョンでは、「グノーブルの先生」もお読みいた
だけます。
	 www.gnoble.com/gnolet23/

東京大学

文系
Part 2

入塾のきっかけ

山本：グノに通っていた姉から勧め
られて、高１の冬期講習で英語を受
けてみたら、本当に楽しかったので
入塾を決めました。姉からいろいろ
教えられていましたが、実際に語源
から単語を学ぶ体験ができたのが印
象的でした。
佐柄木：私は高１の夏休みから高２
の夏までアメリカに留学していまし
た。そのおかげでリスニングは得意
になりましたが、簡単な単語しか使
わない生活を送っていたため、難し
い単語を知らないし、文法もメチャ
クチャでした。
　帰国後、学年が上がったとき、「塾
に行かないとまずい」と思って英語
に特化した塾を探しました。私の高
校は進学校ではなく、東大に進学し
た先輩もいませんでした。だから、
ネットを使って自分でいくつか候補
を絞って、説明会や体験授業に参加
しました。グノに通っていた知り合
いからの情報も参考になりました。
　高２の９月から英語に入塾して、
高３で国語も受講しました。
國枝：僕がグノに入ったのは新高２

になる春期講習からで、古文を受講
しました。古文を全然勉強していな
かったので困っていたとき、サッ
カー部の先輩から「グノの古文がい
い」と勧められて講習に参加しまし
た。
　高３からは東大国語と英語をス
タートしました。

清水：僕が入塾したのは中２のとき
です。小学生の頃は、英語に全然触
れたことがなくて、アルファベット
も書けないくらいでした。中学受験

で開成に合格したあと、個別指導塾
で英語を習い、とりあえず中１の定
期テストではある程度点数をとれて
いましたが、中２から学校の英語の
授業についていけなくなりました。
先生にあてられても、みんながわ
かっているのに自分はわからなくて
怖くなったんです。
　英語がみんなより遅れていること
に気づいて母に相談したら、母が調
べてグノを見つけてくれました。
向田：高１の４月に英語と数学で入
塾しました。
　僕もサッカー部で、中学のときは
部活中心の生活でした。定期テスト
はいつも残念な状態で、授業も寝て
いることが多かったです。中３でそ
んな自分の状況に危機感を覚えて、
最初は他塾に行きましたが、あまり
ピンとこなかったので別の塾を探し
ました。
　僕はそもそも勉強が嫌いで、量を
こなすことを求める塾は無理でした。
そんな頃、同じ部活の清水君にグノ
を強く勧められて転塾することにし
ました。

國枝 健さん（文Ⅲ・筑波大学附属駒場）

鈴木 悠太さん（文Ⅰ・麻布）

松下 慧輝さん（文Ⅰ・芝）
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＊GSL（Gnoble�Sound�Laboratory）：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。

　単語帳を使わなくて英語を読める
ようになるグノのやり方は本当にあ
りがたかったです。
國枝：「単語帳は要らない」と言わ
れて、最初は「大丈夫かな？」と疑
問に思いました。
　でも、語根や接頭辞・接尾辞で区
切って語源から教えてもらえたこと
で、イメージで単語を覚えられまし
た。日本語と一対一対応で単語を覚
えていたときよりうまく解釈できる
ようになっていることにも気づき、
グノの方針に納得しました。
　単語の派生的な意味も語源から生
まれていることが理解できたので、
豊かな意味を持つ単語も圧倒的に覚
えやすくなりました。自分で辞書を
引いて調べるときにも自分なりに単
語のイメージを膨らませるのがうま
くなりました。
向田：単語を語源から覚えることに
僕はハマりました。単語帳で覚える
よりはるかに楽に、応用の利く語彙
力が身について本当に良かったです。
　学校ではみんな単語帳を必死に覚
えていて、意味の当てっこなどもし
ていましたが、僕は“単語帳アレル
ギー”だったので、みんなのように
単語帳に触ることなく受験を終えら
れてありがたかったです。
清水：グノには、大手塾のような受

験勉強っぽさがなく、かといって、
留学を目指して英語にだけエネル
ギーを費やす塾とも違います。受
験っぽくないけれど、別の方向に振
り切っているわけでもなく、いろい
ろなことを両立できる良い雰囲気が
ありました。
　授業は、先生が生徒をあてて、そ
のやり取りで進んでいくので、教室
にいつも適度な緊張感がありました。
授業の流れをリアルタイムで追いか
けているから、自分が授業に参加し
ている意識を常に持てましたし、集
中力が持続するので授業効果も高ま
りました。
　それに、要約や英作文もすぐに添
削してもらえるので、よくできた日
はうれしくて解説に集中できたし、
ダメだった日も悔しくて集中できま
した。
山本：私の中では、授業の最初の要
約演習がとても意義深く、毎週戦い
のように挑んでいました。単なる小
テストとは違って、英文を読んで内
容を要約するのは総合力の勝負です。
英文を正しく読む語彙力や文法力は
もちろん、ある程度の教養や論理力
がないと筆者の主張が見抜けません。
表現力が不足していると字数内でう
まくまとめることもできません。
「要約で良い点をとりたい」という
気持ちが強かったので、授業の知識
面の復習や音読へのモチベーション
が維持できました。
　それから、グノの授業で扱う英文
が興味深いものばかりだったことも
モチベーションにつながりました。
佐柄木：先生が選んで用意してくだ
さる英文は本当に面白いものばかり
でした。受験勉強というよりも教養
を深めるという感覚で、毎週楽しく
通えました。面白い英文だったので
音読での復習も楽しくできました。

グノーブルの音読

國枝：僕は中学時代に通っていた塾
で、あまりにも文法偏重の読み方を
詰め込まれてしまいました。英文を
読むときは、線を引いて SVOCを
書き込んだり、名詞節や副詞節など
を記号で囲って返り読みをする習慣
がついてしまっていました。これだ
とものすごく読むのが遅くなります。
東大入試同日体験受験を受けたら、
時間が足りなくて、全く解き終わり
ませんでした。
　グノに転塾して語順のまま読むや
り方を教えてもらい、GSL＊を使っ
た音読を続けていくうちに英文を前
からどんどん読めるようになって、
読むスピードが格段に上がりました。
向田：要約の英文すべてにGSL が
対応していて、いつでもどこでも聞
くだけで復習になりましたし、音声
を活かして、英語モードになるよう
に耳も口も頭も鍛えられたのが良
かったと思います。
　音読は一番勉強っぽくない勉強で
した。勉強している気にならないの
にいつの間にか力がついているのが
楽しいんです。
　今では音読が大好きな僕ですが、
音読の良さに気づいたのは結構遅く
て、高２のときは先生に「音読をや

学校生活と塾の両立

清水：向田君にグノを勧めた僕です
が、中学時代は決して真面目ではあ
りませんでした。サッカー部で部活
中心の生活だったからです。気持ち
が切り替わったのは高校に進学して
からです。
　高校生になると開成は高校受験で
新しく 100 人くらい入学します。
僕は「高校から入ってきた人たちに
負けたくない」と思うと同時に、グ
ノでできた他校の優秀な友達からも
刺激を受けていました。部活を続け
ながら東大を目指したかったのです
が、グノの環境だったので両立は可
能でした。
山本：中高と吹奏楽部に所属してい
た私も、部活との両立についていつ
も考えていました。
　学校からグノまでは30分くらい
かかりますが、後コマがあったおか
げで、部活後もギリギリ間に合いま
した。振替制度にも随分、お世話に
なりました。

　こうしたシステムがあったからこ
そ通いやすかったし、「通いたい」と
いう気持ちも続いたんだと思います。
佐柄木：私は中高ともに軽音楽部で
した。自分たちの都合の良い曜日に

部活を入れられたので、予定がパン
パンになることはありませんでした。
　でも、学校が神奈川県にあってグ
ノからは遠く、毎週ギリギリで後コ
マに間に合っていました。どうして
も放課後に用事があるときは振替で
きたのもありがたかったです。
國枝：中１から高２の秋まで他塾の
英語に通っていましたが、膨大な宿
題に追われて、部活や学校行事との
両立は正直できていませんでした。
部活は高３の４月末まで続けていて、
学校行事は６月に音楽祭、９月に体
育祭、11月に文化祭がありました。
　そんな状況の中、高２でグノの古
文を受けたとき、宿題が 30分程度
で終わるプリント１枚だったことに
とても衝撃を受けました。授業は復
習できないと意味がないとわかって
いたので、部活と学校行事で時間が
なくてたくさんの宿題をやりっ放し
になっている状態よりも、宿題は少
なく授業の復習を確実にできるグノ
の方が続けやすそうだと思い、英語
も転塾を決意しました。
　グノには前コマと後コマがあるの
で、部活が終わってからも通えまし
た。読解と作文の授業を、曜日を分
けてとることもできて、とてもフレ
キシブルでした。
清水：開成では、学校の授業中に塾
の宿題をしている人が中学からいま
した。内職をしてようやく塾の宿題
が終わるのは正常ではないですし、
僕は「絶対にそういうことをしたく
ない」と思っていました。学校に
通って、学校でいろいろがんばって、
プラスアルファで塾なのに、その優
先順位が逆転しているのはおかしい
と思います。だからこそ学校生活を
応援してくれるグノが好きでした。
　僕はサッカー部のキャプテンだっ
たので、練習試合の日にコーチ間の
話し合いで急遽試合が増えると、最
後まで帰れませんでした。自分の試
合が先に終わっていても、全員の試

合が終わるまで待っていたかったん
です。そういうときは電話をして、
「後コマに出席してもいいですか？」
とお願いすると、前コマを後コマに
振替できました。
　グノは柔軟に対応してくれました
し、急な振替でも受付の人は本当に
優しくて助かりました。
向田：僕も部活で時間が厳しくなる
ことが多くて、何度か後コマを利用
させてもらいました。おかげで部活
の練習で遅くなっても授業に参加で
きました。
　長期休暇中、部活の合宿や試合が
ランダムに入って講習をまとめてと
れないときでも、講習の２日はここ
で受けて残りはここで受ける、とい
うように細かく区切って受講できま
した。
　グノだったからこそ部活も休まず
に両立できました。

グノーブルの英語

佐柄木：私は「単語帳は要らない」
という方針が好きでした。市販の単
語帳を使って暗記する勉強はつまら
ない上に、せっかく覚えた単語でも
別の意味で英文に出てくると理解で
きないことが多くて、腹が立つこと
もよくありました。

山本 真愛さん（文Ⅲ・都立国立）

向田 翔太さん（文Ⅱ・開成）清水 響さん（文Ⅱ・開成）

佐柄木 真由さん（文Ⅲ・中央大学附属横浜）
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とわかります。
　セルフチェックシートには先生か
らの丁寧なコメントもいただけるの
で、自分で分析したことと先生の見
方との違いも明らかになります。
「こういう見方をすればいいのか！」
「なぜ気づけなかったんだろう」と
いう経験はよくありました。
清水：高１の頃は、問題をどんどん
みんなが解いていって、解けた人か
ら手を挙げて先生に見てもらう授業
でした。競争みたいな要素もあって
とても楽しかったです。
　高２からは、受験を意識して得点
できるように整えていく授業になり
ました。数学の場合、自分で考え手
を動かして解けるようになった問題
は次もできますが、解答を読んで理
解できているだけの問題は、自分で
もう一回解こうとしてもできません。
先生のアドバイスに従って、手の動
かない問題とその解答をB5のルー
ズリーフ１枚にまとめていったら、
僕の場合は 300 枚くらいたまりま
した。
　そのたまった問題を「タグづけ」
という方法で整理します。できな
かったのがどういう問題なのかがわ
かるように、「三次関数」などのひと
言で分野別に分類します。授業では
「この分野にはこういう出題があっ
てこういうふうに構成されている」
という板書がなされるので、それを
自分の実例に当てはめていって各分
野を制圧していきます。

　タグづけを通して「この分野は、
これが来たらこれ」と考えられるよ
うになり、受験学年の後半にはどの
問題にもしっかり対応できるように
なりました。
　先生が体系立てて分類してくだ
さっているので、グノのやり方に
沿って取り組めば文系数学にはセン
スは不要なのです。

グノーブルの国語

山本：冬期講習と直前講習では東大
国語を受講しました。
　現代文の授業であてられる経験が
それまでなかったので、あててもら
えて、先生とやり取りできるグノの
授業は楽しかったです。
　また、東大の過去問題集などの解
答例は、解答に至るプロセスや解答
自体に納得できないことがよくあり
ました。
　グノの先生の解答は納得できるこ
とが多く、納得できない場合でも、
「私はこういう解釈なんですが」と
気になることをこちらから発言しや
すい雰囲気がありとても良かったで
す。
　数回の授業でしたが、たくさん得
るところがありました。
佐柄木：高３の４月から難関国語を
受講していました。私はもともと国
語が得意でも苦手でもなく、読書を
するのと同じように感覚や雰囲気で
解いていましたが、難関国語を受講
しているうちに、現代文の文章構造
を意識できるようになり、論理的に
解けるようになりました。
　古文・漢文の基本的な知識を身に
つけられたのも、センター試験の国
語が解けるようになったのもこの時
期です。
　そのあと、志望校を東大に決めた
ので、９月からは東大国語の授業を
とりました。
　「東大の国語のコツは言い換え」

と教えていただき、全く考え方がわ
からなかった過去問も解けるように
なりました。わかりづらい表現は先
生が巧みに身の回りのことにたとえ
てくださったり、雑談を交えて説明
してくださったりして、授業は笑い
が絶えませんでしたが、いつの間に
か国語が得意になっていました。
國枝：先輩から「とにかくグノの国
語はいい。古文単語を英単語と同じ
ように語源から教えてくれて、意味
を丸暗記するのではなくイメージを
膨らませられる」と言われていたの
で、高２で古文を受講しました。
　ハイテンションで楽しそうな先生
の姿が衝撃的でした。「こんな面白
い授業があるんだ」と感動しました。
先輩の言う通り、単語の覚え方が丸
暗記ではなかったし、添削も丁寧で
とてもわかりやすかったです。
　東大国語は、解き方のテクニック
だけでなく、「全体を通して、この文
章はこういうことを言っているんだ
よ」と具体例を交えてわかりやすく
教えていただけたので、毎回とても
すっきり理解できました。
　添削も、先生が僕たち一人ひとり
の解答に寄り添って採点してくださ
るので、とても納得できました。
清水：高１のときは、「古文をとり
あえず武器にしたい」と思って受講
していました。
　グノの古文は高１と高２合同クラ
スなので、「高２の人にも勝ちたい」
という意識で受講していました。授

りなさい」と言われてもサボってい
ました。
　高３から音読を始めたら、英語を
読むのが楽しくなって、楽しいから
英語に触れる時間が伸びて、読むス
ピードもどんどん上がっていきまし
た。
山本：サーッと読むだけの音読では
意味がありません。授業の解説を聞
いて、細かな言葉遣いも、もちろん
筆者の主張も、全体の流れも十分に
わかっている英文を、誰かに伝える
気持ちで音読するから力がつきます。
　私は先生から、椅子の上に立って
やるといいという話を聞いて以来、
それを実践していました。小学生の
頃にスピーチコンテストに出たこと
があったのですが、当時を思い出し
ながら、椅子の上に立って、礼をし
たり周りを意識したりして音読して
いました。生き生きと読めるように
なってどんどん楽しくなりました。

清水：僕は途中まで、グノが推奨す
る音読をなかなかうまく使いこなせ
ていませんでした。先生から「よく
わかっている英文を何度も読もう」
と言われても、僕にはその意味が理
解できませんでした。「わからない
文章を読んで解くのが入試だ」と
思っていて、その練習をした方がい
いと決めつけていたからです。
　でも高３の５月頃から考え方を変
えました。１回の授業で扱ったすべ
ての英文の音読を、毎日続けるよう

にしました。発音がわからない単語
は辞書で確認し、意味があいまいな
ところは授業ノートを見直して、英
文の展開を意識しながら音読を続け
ているうちに、英語を読む感覚が構
築されていきました。その感覚が構
築されるにつれ、どんどん英語がで
きるようになりました。
　音読の習慣が染みついてからは、
黙読のときも心の中で声に出してい
ました。学校の英語の授業でも、周
りより読むのが速くなっていること
をたびたび実感して、それがグノの
やり方への信頼につながりました。
佐柄木：私は留学していたので、英
語を英語のまま前から読むことはで
きていました。でも、学校の英語の
授業では「主語を見つけて、これが
動詞で……」という文法重視の読み
方でした。もし、それに合わせてい
たら、英語のまま読む感覚を忘れて
しまっただろうと思います。
　グノに出会えて、英語のまま読む
感覚をさらに研ぎ澄ませられました。
　毎週の授業で読み応えのある興味
深い英文を用意していただけました
し、自分では「読めている」と思っ
ていても、深いところまでは理解で
きていないことに解説で何度も気づ
かされました。長くて複雑な内容の
英文だと、読んでいるうちに英文の
内容を忘れてしまうことも多かった
のですが、音読を続けていくとそれ
もなくなりました。英文全体の構成
を捉えながら読む力が伸びて、読む
スピードは格段に上がりました。
國枝：僕も音読で読むスピードが上
がりましたし、読んだところをしっ
かり覚えていられるようになりまし
た。
　そもそも一度読んだ内容を記憶し
て読み進めるのが苦手だと判明した
のは、音読をしたからです。黙読で
は気づけないことに音読をしている
と気づけるとわかったのは大きかっ
たです。

　僕は他教科でも音読をしていまし
た。それは音読には３つの良さが
あったからです。ひとつ目は純粋に
楽しいこと。いつまででもずっと音
読していられるので、勉強時間も増
えました。ふたつ目は定着しやすい
こと。声に出せば出すほど単語や事
柄のイメージが脳に刻まれます。３
つ目は読解力が身につくことです。
　先生からも「生き生きと英語を読
みなさい」と言われていましたが、
感情を込めたり強弱や抑揚をつけた
りして読めるところが黙読との違い
だと思っています。黙読はよくわか
らないところがあってもパーッと読
み飛ばしできますが、音読ではそれ
ができません。読み飛ばさず、気持
ちを込めて誰かに読み聞かせるよう
に音読しているうちに、どういう順
序で話が構成されているかも理解で
きます。これが読解力の向上にもつ
ながりました。

グノーブルの数学

向田：グノの授業方針で一番良かっ
たのは「まずやってみよう」という
精神が大切にされていたことです。
それぞれの問題は意味があって用意
されていましたが、まずは自分で答
えを出すことに重きが置かれていま
した。
　自分なりに考えて解答を作ってか
ら授業に臨む形式なので、理解でき
ていなかったところやつまずいてい
たところがわかります。問題を事前
に解くのは大変ですが、自分で解け
なかったときこそ深く刺さるものが
あって、「こういうことなんだ」とい
う納得も、「あっ！」というインスピ
レーションも得られる楽しい授業で
した。この経験の積み重ねで数学が
自分の武器になりました。
　グノの数学の特徴といえばセルフ
チェックシートです。受験が終わっ
てから振り返ると本当に大事だった

清水 響さん（文Ⅱ・開成）

國枝 健さん（文Ⅲ・筑波大学附属駒場）

佐柄木 真由さん（文Ⅲ・中央大学附属横浜）
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業の最後の課題は先生が点数をつけ
てくれて、上位の人の点数が発表さ
れます。その中に自分が入ったとき
はうれしかったです。
　高２のときの現代文では人数が少
なかったこともあって、先生がとて
も細かく見てくださいました。元気
のある面白い先生だったので、高２
で中だるみしていた僕にはいい刺激
になりました。
　高３の東大国語は笑いが絶えない
授業で、疲れていたときや、つら
かったときのオアシスにもなってい
ました。先生は他塾でいうチュー
ターのような存在でもあり、いろい
ろ相談にも乗っていただけましたし、
受験全体の情報も教えていただけて
助かりました。

後輩へのアドバイス

山本：グノを信じて勉強すれば大丈
夫です。
　授業内では頭をフルに使って演習
と解説を楽しんで、授業後にはそれ
を復習することを習慣にしてしまう
ことが大事です。文化祭や体育祭で
忙しくても、「グノの勉強だけはや
る」と決めて取り組むべきです。
　都立高校の人もグノにもっと入っ
てほしいし、自分の高校にもグノの
良さがもっと広まってほしいと思っ
ています。
清水：東大を目指す人たちは誰もが
ある程度の勉強をします。でも、結

果の差が生まれる要因には休憩のと
り方の違いもあると思います。
　僕は、良い休憩のとり方を見つけ
るのが大事だと受験終盤に気づきま
した。休憩がうまい人は勉強もうま
いんです。例えば、グノの授業には
エネルギーを注ぐことになるので、
前日は睡眠時間を多くするとか、授
業の直前はコーヒーでも飲んで少し
リラックスしておくといった感じで
す。
佐柄木：私も、受験で一番大切なの
はメリハリをつけることではないか
と思っていました。
　私の場合は、学校では思いきり楽
しんで、帰ったら勉強をしっかりす
るという日々でした。そのおかげで
勉強疲れしませんでした。
　私の学校は大学付属なので、受験
勉強が最後まで続かずに妥協して、
内部進学する人もいました。私は最
後まで受験勉強を続けられましたが、
それはグノに通ってグノの勉強で成
長できると信じて努力したからです。
　単語帳を使わないとか復習は音読
とか、一般的な勉強とグノの勉強は
かなり違う点もありますが、私はそ
れらを実際に取り組んで大きく伸び
ました。だからこそ、「絶対にグノの
勉強を信じてがんばってください」
と伝えたいです。
國枝：受験全体を通して、つらい時
期がなかったわけではありませんが、
結構楽しかったです。楽しくない勉
強はすぐ辞めたくなると思うので、

自分なりに楽しみながら成績が伸び
る勉強法を見つけてください。
　グノの先生がおっしゃる「こうし
た方がいい」に対して、最初は「そ
れはどうなの？」と疑問を抱くかも
しれません。僕はそういう姿勢も重
要だと思います。
　自分で考えながら実践していけば、
「自分で決めたことはやり抜こう」
と思えるし、それが成長につながり
ます。主体的に行っていくのが伸び
る勉強です。
向田：東大の過去問対策をするとわ
かりますが、東大受験で大切にされ
ているのは基礎力です。基礎力があ
るからこそ将来の応用につながるの
だと思います。
　その基礎力を身につけられるのが
グノの授業です。グノ生は授業を必
ず復習して、基礎を徹底的に固めて
ください。
　それから、人と一緒に勉強すると
効率が悪くなるので、できるだけ勉
強はひとりで集中した方がいいと思
います。

山本 真愛さん（文Ⅲ・都立国立）

向田 翔太さん（文Ⅱ・開成）
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らグノに通い始めました。
　東大や一橋大に合格した先輩全員
がグノに通っていて、「グノはいい」
と勧めてくれました。その下の先輩
たちもグノ率が高くて、「グノは良
い塾なんだろうな」とぼんやり思っ
ていました。
　他塾に通っている友達は塾中心の
受験勉強ばかりになっていて、塾で
教わっていない国語や社会が全然で
きないとか、学校の授業の実験をサ
ボってレポートも出さないとか、学
校生活がおろそかになっていました。
　それを見ていた僕は「塾と学校の
両立が大切だ」と思っていたので、
グノに魅力を感じました。実際に講
習を受けてみて雰囲気を確認して入
塾しました。

グノーブルの評判

大村：「英語がとても強い」と評判
でした。僕は「数学も強いんだよ」
とプッシュしていました。
小坂：駒東でも「英語がいい」とい
う声が多いです。僕は「物理もすご
いよ」と言っていました。
椎名：「英語がいい」という評判は
その通りですが、グノに通っていて
もグノの勉強をしなければ成績は上
がらないと思います。成績は下の方
でスタートしても、グノの教材を全
部吸収するくらいの気概がある人た

ちはトップレベルまでどんどん成績
を上げていました。
嶋田：「グノに通えば英語ができる
ようになる」ではなくて、「グノのや
り方できちんと勉強をすれば英語が
できるようになる」という点を強調
しないと、勘違いする人が出てきま
すね。
中山：早稲田の中では塾の話はあま
りしないのですが、グノに通う人た
ちは、みんなグノが気に入っていて
「良い塾だよね」と言い合っていま
した。グノの先生の話やグノの英文
に関する話題で盛り上がることもし
ばしばありました。
齋藤：英語も数学も受験常識にとら
われない授業をする。これが僕のグ
ノに対する一番の印象です。
　英語は音読での復習や単語帳を暗
記しない単語の覚え方など独特です。
数学の自分と向き合うセルフチェッ
クシートは他では聞いたことがあり
ません。どちらも、受験界の常識で
はあり得ないことなのかもしれませ
ん。
　グノを経験したことがない人の中
には、グノのそういう特殊な部分に
不安を感じて敬遠する人もいました。
でも、飛び込んでみるとすごく面白
い塾で、大事なことをたくさん学べ
ました。大学に進学しても必ず財産
になるグノの授業こそが受験界の新
しい標準だと思っています。

グノーブルの英語

大村：「素晴らしい！」のひと言で
す。
　高１の春から入塾しましたが、初
回に読んだのが宇宙人に関する英文
で、本当に面白かったのをよく覚え
ています。グノの授業で扱う英文は、
勉強のためのありきたりな英文では
なくて、僕たちが興味を持てる新鮮
な英文を先生たちが探して用意して
くださるんです。
　英単語の説明も、初めて聞いたと

きは「これはすごい」と感動しまし
た。難解な語も先生が語源に立ち
返って説明してくださると、単なる
アルファベットの羅列から顔なじみ
にどんどん変わっていきました。あ
る単語から同じ語根を持った派生語
へと、黒板上でどんどん展開されて
いく様子はまるで手品でした。
　先生の熱意にも気持ちを動かされ
ました。「自分も勉強しよう」と思え
たので、実際に取り組み始めてから
の、英語の伸びはすさまじかったで
す。高１のときに受けた全国模試で
は英語は１桁の順位でした。もとも
と英語は好きでしたが、グノに入っ
てさらに面白くなりました。
小坂：グノは単語を語源で覚えるの
を特徴にしています。その方針が先
生たち全員で共有されていたので勉
強しやすかったです。
　僕は最初、あまりグノを信用して
いなくて市販の単語帳をやっていま
した。でも、グノの覚え方の方が圧
倒的に楽しく単語を吸収できたので、
途中から単語帳を使わなくなりまし
た。
　それから、先生が授業のために用
意してくださる英文の中には、耳に
残るフレーズや美しい文がいっぱい
あって楽しく読めました。受験のた
めの塾なので和訳もしますが、単語
の並んでいる順番に訳していくので、
英語を前から読んでいく習慣を確立
するのに役立ちました。

入塾のきっかけ

中山：高２の冬期講習から通い始め
ました。友人からは「グノは先生が
フレンドリーに接してくれる」と聞
いていました。
　他塾との比較もしましたが、グノ
の方が英語のレベルが高く、受験勉
強にとどまらないという点で好印象
でした。
　講習の授業が気に入り、数学も受
講することにしました。
辻：グノを熱烈に支持していた友人
から「グノがいい」と何度も聞かさ
れたことがきっかけで、高２のとき、
とりあえず夏期講習を受けてみたら、
友人の話通りに良くて入塾を決めま
した。
　映像授業でも大教室の授業でもな
く、先生が本当に熱心に授業をして
くださるのが気に入り、英語と数学
に通い始めました。
小坂：高１のときに受けた模試で英
語の偏差値が50を割っていて、「英
語を勉強しないと」と思い、塾を探
しました。
　他塾に通う友達は学校で塾の宿題
をしている人が多く、それをやった
ら英語が嫌いになりそうな気がして、
宿題の多い塾は避けました。ひたす

ら単語を覚えたり、構文の解析をす
るだけの授業も、言葉として死んで
いるようで嫌でした。
　友達が「グノでは英語を英語のま
ま読むし、単語を語源から推測す
る」と言っていたのに心惹かれまし
た。実際にグノの授業を受けて、友
達の言う通りだったので入塾を決め
ました。
　高１の秋に英語で入塾して、高２
から物理を受講しました。
大村：高１の春に入塾し英語と数学
を受講しました。漠然と「東大に行
きたい」と考えていて、高校生に
なった段階で「塾に入ろう」と思っ
ていましたが、大手予備校だと先生

ではなくチューターとやり取りしな
ければなりません。僕はチューター
と仲良くなるよりも、先生と親密に
なりたかったんです。
　グノは先生との距離が近いと聞い
ていたのが決め手でした。
椎名：中３の秋に入塾しました。バ
ンド仲間が誘ってくれて、「とりあ
えず行ってみよう」となったのが
きっかけです。
　「グノの英語は受験が終わったあ
とでも使える」と聞いていて、そこ
にも魅力を感じました。
　僕は部活を一生懸命やっていたの
で、塾の宿題で時間を費やされるの
が嫌でした。だから、宿題が多い塾に
は絶対に通いたくありませんでした。
齋藤：僕は中３の冬に入りました。
　所属していたソフトテニス部の部
長が、部活や学校行事と勉強を両立
していて、模試でも良い成績でした。
その部長が通っていたのがグノでし
た。
　グノより歴史の長い他塾とどちら
にしようか少しだけ悩みましたが、
スケジュール的に厳しい塾に入るよ
りも、自分のペースで伸び伸び勉強
できるグノの方が合っていると思い
ました。
嶋田：僕も中３の冬期講習の英語か

受験常識にとらわれない授業、これがグノに対する一番の印象です。
大学に進んでも財産になっているグノの授業こそが、受験界の新しい標準だと
思っています。� 齋藤�勇真さん（理Ⅰ・開成）
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グノーブルの音読

辻：音読が復習の中心にあるのもグ
ノの特徴です。
　他にも音読を勧めているところも
ありますが、「とにかく音読しろ」だ
けでノウハウがありません。
　グノでは、音読するのは授業で
扱った英文です。演習して添削を受
けて解説もすぐにしてもらっていま
すから、深く理解できている英文で
音読ができます。
　その英文にはGSL＊もありますか
らネイティブの発音で耳と口も鍛え
られます。
　その上でプレゼンをイメージしな
がら意味を意識して音読するように
と、やり方も細かく説明されていま
す。
　そういう音読をしていれば英語を
語順のまま解釈できるようにもなる
し、英語のリズムや流れも身につき
ます。単語も文章との関連で覚えら
れるので本当に単語帳要らずでした。

嶋田：グノのように復習として音読
するという仕組みは他にはないと思
います。
　他塾だと毎週宿題をやっていき、
授業で解説を聞くのが勉強の中心に
なりがちです。
　そういう塾に通っている人たちに、
「こういう英文を扱って面白かった」

と言ってもなかなか伝わりません。
そもそも授業で扱う英文が興味深い
と思っている人がどれくらいいるの
か疑問だし、先生もその英文や英文
の背景の面白さを熱を込めて話すこ
とはないようです。
　グノだと「あの話面白かったよ
ね」「そうだよね」と仲間内でも盛り
上がれる楽しさがあります。そんな
ふうに、深く味わっている英文を音
読するからこそ効果が高いのだと思
います。
齋藤：例えば「音読を１日 30分や
りなさい」と言われてただ読んでい
るだけだと、音読する意味がありま
せん。単なる発音練習程度の効果し
かないかもしれません。
　グノの教材を使ってグノのやり方
で音読を続けると、最終的には、目
を左から右に動かせば一度で英文の
内容が頭に入ってくる状態になりま
す。
小坂：僕も毎日音読していて、「日
本語を使わずに理解できた」という
瞬間が段々と増えていきました。そ
の積み重ねで英文を読むスピードも
速くなりました。
中山：僕の場合、演習のときに難し
さを感じた英文や、解説を受けて、自
分が誤解して読んでいたことに気づ
かされた英文を選んで、１か月くらい
連続で音読していました。課題の多
かった英文の音読に絞ることで、自
分がより成長できたように思います。
　グノの先生は「プレゼンする気で
音読しなさい」とおっしゃっていて、
英文の意味と著者の気持ちの両方を
把握するための音読という点を強調
されていました。
　ただ「音読しなさい」と言うのと
は違って、音読のメソッドをきちん
と教えていただけたので、機械的な
音読にはなりませんでした。
椎名：僕も著者の気持ちになって毎
日音読していました。「著者はどこ
を強調したかったのか？」を考えな
がら音読を続けていると、初めて読

む英文でも「多分ここを強調したい
んだろうな」という感覚が培われま
す。
辻：音読をしていると黙読とは違う
気づきがあります。授業の解説を聞
いて理解していたつもりの英文が、
実は理解していなかったことが判明
する場合もあります。５回目の音読
でわかっていたつもりのことが、
10回目でわかっていなかったこと
に気づくときもありました。
　繰り返し読むことで自分の理解の
範囲を把握して、その浅さを補って
いけるのが、僕にとっては音読のメ
リットでした。
嶋田：授業中に解説を聞いて、その
ときはわかった気になっているけれ
ど、著者の気持ちにまではなかなか
踏み込めません。
　音読を繰り返すと、「この人は、こ
ういうことを言いたいから、この表
現を使ったんだ」などとわかってき
て、自分が著者になった気分で読め
るようになります。
　その結果、英文を読んで理解する
のが速くなりました。読解のスピード
だけでなく、リスニングの力も伸びま
した。僕はリスニング対策をしていま
せんでしたが、GSLを使って毎日音
読していたら、音が自分の中に染み
つきました。他の人がリスニングで聞
き取れなかった単語でも、僕は聞き
取れることが多くなりました。
大村：黙読は「書かれている文章を

　毎週その場で添削もしてもらえる
ので、自分では気づかない間違いを
すぐに自分の力に変えていくことが
できました。
中山：毎回添削してもらえる授業シ
ステムは本当に良かったと思います。
要約も作文もその場で添削してもら
えるので、漠然と英文を読んで問題
にあたり、ただ解説を聞きながらメモ
していく勉強にならずにすみました。
　それに、授業は先生と生徒がやり
取りしながら進んでいくので、なお
さら授業中の集中はとぎれることが
ありませんでした。だから、グノの
教室の中で流れる時間はあっという
間なんです。
　僕は「英語ができる人の頭の中を
理解したい」と思っていました。こ
の点、グノの先生は英語が堪能だし、
英語ができるようになるメソッドや
意識の持ち方を言語化してくださる
し、授業のいろいろな場面で態度で
示してくださるので、とても参考に
なりました。
　筆者がどういう気持ちで英文を書
いたのかも、先生の解説で理解でき
ることが多く、英文の内容に深く踏
み込む習慣ができました。
　単語に関しても、ネイティブが未
知の単語を見て意味を推測できるの
と同じように、語源から解説しても
らえたのが印象的でした。
椎名：以前は「英語は覚えるだけの

暗記科目で何が楽しいんだろう？」
と思い、受験科目としての英語は嫌
いでした。英文の筆者は一語一語を
選んで工夫して書いているはずです
が、他塾はそこに重きを置かず、「受
験で勝つためにはこう解けばいい」
という点ばかり強調しているように
思います。僕は「それは違う」と感
じていました。
　グノの授業は、筆者の主張を理解
し、筆者の表情が見えて息づかいが
わかるぐらいまで深く読むことを大
切にします。
　しかも、いろいろな分野の英文が
教材になっているから、いろいろな
人の考えや気持ちを知ることができ
ます。研究論文もあれば、勉強に対
する基本姿勢について書かれたエッ
セイもあったし、経済に関する
ニュースもありました。
　外国人が書いた文章には日本人の
感性との違いが表れていて、それも
面白かったです。「受験におさまら
ない英語はこんなに面白いんだ」と
実感できて、英語が好きになりまし
た。
　こうした文章の読み方は、受験で
重要なだけでなく、日本語でも大事
です。グノの授業を通して、僕は生
き方の方向性もつかめた気がしてい
ます。
嶋田：トピックがいっぱいあるのは
その通りで、どんな英文に出会える
んだろうと毎週の授業が楽しみでし
た。
　同じトピックでも真逆な内容が書
かれている英文が授業で用意される
こともあります。「こういう面から
見ればこれは正しいけれど、こうい
う面から見ると正しくない」という
のを意識するきっかけになりました。
　例えば、アファーマティブ・アク
ションの話がありました。歴史的に
差別されてきた性別や人種を優遇す
る制度がないと公平な社会は実現で
きません。でもそれが過剰になると
逆差別になってしまいます。

　このように対立する見解に触れる
ことで、物事は一方的に見てはいけ
ないと気づかされましたし、多面的
な見方は、様々なトピックに応用で
きることにも気づけました。
　深い教養や知の力が、身につくよ
うに促してくれるのがグノの授業で
す。
齋藤：グノの授業で扱う英文のジャ
ンルは幅広くて、クオリティも高く、
時事ネタもよく扱われて新鮮です。
そういう英文を骨に刻み込むまで読
み込むのがグノの一番の特徴だと思
います。
　分厚いテキストはありません。毎
週、授業ごとに英文が配られて、そ
れを徹底的に味わいます。英語が並
んでいるだけの教材は見た目はとて
もシンプルですが、先生の解説がも
のすごく詳細でいろいろな発見が
あって楽しめます。冠詞が“a”な
のか“the”なのかという指摘だけ
でも「おぉ！」と感動することがあ
ります。英文の背景についての解説
を聞いていると面白みがどんどん増
します。
　それを思い出しながら音読して復
習していると理解が定着し、「完全
に自分のものになった」と確信でき
るようになります。それを積み重ね
れば、東大の入試に出てくる英文で
も「大したことない」と思えるくら
いまでレベルアップできました。

＊GSL（Gnoble�Sound�Laboratory）：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。

中山 崇さん（理Ⅰ・早稲田）

椎名 昭斗さん（理Ⅱ・駒場東邦）

嶋田 遼祐さん（理Ⅰ・駒場東邦）

辻 春樹さん（理Ⅰ・駒場東邦）
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13期生 合格者インタビュー

　夏休みくらいから知的な楽しさに
目覚めて、「英語が楽しいから勉強
する。伸びるからもっと楽しい」と
いう良いサイクルが確立されました。
　特定の時期に伸びたというわけで
はありませんが、これが僕の伸び
だったと思います。
中山：僕の場合は、成績が上がった
というよりも、意識が変わる瞬間を
何度か経験しました。

　入塾した当初は、面倒くさくて音
読をしていなかったのですが、添削
してもらえる要約でひどい点数を何
度もとり、「音読でもしてみるか」と
思って始めてみて、しばらくしたら
満点がとれました。英文が楽に読め
るようになったので、頭を筆者の主
張に向ける余裕が生まれたからだと
思います。
　クラス分けテストでひとつクラス
が上がったら、また要約の点数がと
れなくなりました。英文の難度が上
がって、当時の自分では論理を追い
かけられなくなっていたのだと思い
ます。
　でも、どう考えればいいのかを先
生がきちんと指導してくださったの
で、改めて誠実に英文に向き合おう
と意識が変わり、さらにひとつ上の
クラスに入れました。
　高３の終わり頃に、また伸び悩ん
でいたので先生のところに相談にい
きました。このときは、先生に向
かって話している最中に、「英語を
読めても、それを日本語にきちんと

変換する力が足りない」という自分
の弱点に自分で気がつけました。そ
のとき受けた先生からのアドバイス
を意識したら最後にまた伸びました。

グノーブルの数学

中山：グノの数学は「どうしてその
問題に対してこのアプローチをする
のか？」を先生がきちんと言語化し
てくださるのが特徴です。
　そういう教え方をしている先生は
他にもいるのでしょうが、グノの先
生は独善的ではありません。「こう
いう問題にはこういうアプローチが
こういう理由で有効だ」と理屈を教
えてくださる一方で、人間らしさが
あって接しやすい雰囲気でした。
　「どうしてこういうことをすると
解けないの？」という生徒の疑問に
対して、先生は真摯に答えて、生徒
の気持ちを理解してくださいます。
大村：数Ⅲの授業は衝撃的でとても
楽しかったです。
　プリントは配色まで工夫されてい
て、言葉遣いもかっこいいし、内容
面でも別解が豊富でした。過去の天
才的なグノ生が残してくれた解答が
取り上げられていて、「ぜひそれを
自分の中に取り込みたい。これは勉
強するしかない」とやる気になりま
した。
　直前期のテスト演習では成績優秀
者の実名が載るので、「載りたい」と
思ってがんばりました。
辻：受験学年後期のテスト演習が素
晴らしかったです。
　前期の問題が後期のテスト演習の
ための下準備になっていて、前期と
後期が一体となって完成するのが特
徴です。数ⅠAⅡBはどうしても使
う道具が多くなりますが、それをど
ういうタイミングで使うのかをグノ
では教えてくれます。「こうしたい
からこうする」「これが邪魔で消し
たいからこれを使う」など、一つひ
とつの道具について意味づけがはっ

きりしているので、どの道具を使え
ばいいかが明確化されました。
中山：テスト演習はものすごく手を
かけて作られています。「この４問
を出すために、前期でこの問題とこ
の問題を入れていたんだよ」と先生
から言われて実際に前期の内容を見
返してみると、しっかりリンクして
いました。大局的な視点に立って効
果が上がるように整備された、完璧
な問題選びが随所に見受けられるん
です。
　先生は生徒一人ひとりのことを考
えて、真摯に教材を用意してくだ
さっています。英語にも共通してい
るグノの良さだと思います。
齋藤：数学は、問題と一対一対応で
解答を教えられることが多い科目で
す。その結果として「数学は運だ、
センスだ」と言われます。予備校の
解答の講評でも、「数学的センスを
問われている」などと書かれていて、
僕は「どうして？」と疑問でした。
　その点、グノの数学は、運やセン
スに頼らないで論理的に解けるよう
に授業が構築されています。グノの
授業が世間一般とは違っていること
を実感していましたが、それを自分
なりに吸収して数学の底力を養いま
した。
　本番は自分の得意分野が全然出ま
せんでした。でも、運やセンスに頼
らない勉強をしていたからこそ、
しっかり部分点を稼いで合格できた
と思っています。
大村：授業内テストでは、自分が犯

吸収しよう」という姿勢で読むけれ
ど、音読は「書かれている内容を人
に伝えよう」という姿勢で読むこと
になると思います。理解するのが目
的の黙読よりも、理解して人に伝え
るまでが目標の音読の方が、より高
度なトレーニングになります。

英語の力が伸びた時期

大村：グノに入ってから数か月後に
ガーッと成績が上がりました。それ
までは、英語が好きでも標準的な成
績でしたが、一気に伸びてグノの効
果を実感しました。
　グノの英語は面白いから、何回も
目を通しているうちに自然と定着し
ます。ネイティブが英文を作るとき
の考え方や単語の意味もいつの間に
か覚えていて、必死になって勉強し
たわけでもないのに伸びていました。
小坂：伸びた時期は２回ありました。
　１回目は僕も大村君と同じで、高
１の秋に入塾して数か月後に、試験
の成績がアップしました。それまで
英語が嫌いで苦手でしたが、英語で
点をとれるようになり、英語が主戦
力になってくれました。
　英語が嫌いだったときは英語に向
き合うのが嫌で目を背けていました。
でも、グノに入ってからは、毎日英
語と対話するようになって、着実に
結果がついてきました。そして、英
語の成績が上がれば上がるほど自分
から英語と向き合いたくなって、自
然と大好きになっていました。

　もう１回が高３の12月です。「椅
子の上に立ってプレゼンしているつ
もりで音読してみよう。そうすれば
全体が見えてくるよ」と先生がおっ
しゃっていて、それをやってみたら、
本当に英文の全体を見渡せるように
なったんです。人に効果的に伝えら
れる読み方になって、成績の伸びに
もつながりました。
齋藤：僕も２回伸びを実感しました。
　１回目が高１です。中３の夏休み
に他の予備校でセンター試験レベル
の模試を受けて全然解き終わらず、
「ヤバイ」と危機感を抱いて猛勉強
しました。高１の夏休みにも同じ模
試を受けたら、50分で終わって30
分も余りました。「来たな、コレ！」
という手応えがあってとてもうれし
かったです。
　２回目は東大入試本番です。当日
の僕は、英作文に時間をかけすぎて
ピンチに陥りました。プレッシャー
がかかっている状況で最後に残って
いる問題に突入したのですが、それ
は３ページにも及ぶ長い英文を読ま
なくてはいけない空所補充の問題で
した。このとき、日本語は脳のどこに
もない状態で、今まで感じたことが
ないスピードで英語を読めたんです。
　他の人に聞いたら、自分の倍くら
い時間をかけて解いた人もいて、こ
こで一番の成長を感じました。
　グノは問題を解くのではなく英語
をきっちり読むことに誠実に向き合
う塾なので、それが成果として表れ
たんだと思います。
椎名：伸びたのは遅い方でした。
　高２まではあまり勉強していなく
て、高３の模試でも、英語がずっと
足を引っ張っていました。
　「英語は結構、面白いんだ」と思い
始めたのは高３の初めの頃で、それ
から苦ではない英語の勉強が始めら
れました。苦ではないからコツコツ
積み重ねられて、成果が出始めたの
は秋くらいからです。

　ちなみに、同じクラスにいた嶋田
君が毎回マウントをとってきました
（笑）。それも悔しくて、最初は嫌々
でしたが音読していくうちに、英文
の楽しさに気づいていったのです。
嶋田：中３の冬にグノに入ったとき
は E

エ ッ グ ズ

GGS＊からのスタートでした。
その当時は中１レベルの英語力しか
ありませんでしたが、担当の先生に、
いろいろと質問させていただいたり、
相談に乗っていただいたりして、
「先生がこれだけやってくれるんだ
から、がんばろう」と思いました。
　グノで扱う英文のトピックは面白
いんだと気づいたのは高１で、高１
の秋にはαに上がれました。ところ
が、高２の冬にはまたα２に落ちて
しまいました。椎名君に要約の点数
で自慢していたのにクラスが落ちて
しまい、次のクラス分けテストで絶
対にαに戻りたいという思いで、こ
のときは英語を全力で勉強してαに
戻りました。
　最後に伸びを実感できたのは受験
直前です。センター前にセンター試
験の過去問をパッと見たら一瞬で読
み終わって、「この感覚でいけるか
も？」と思って東大の英文を読んだ
らこれも読めて、「簡単じゃん！」と
なりました。このときにガーッと伸
びて、受験本番も勢いで乗り切りま
した。
辻：僕も音読していくうちに、文章
の深さや懐の広さやトピックの良さ
に段々気づいていきました。

＊ �EGGS（English Grammar Green Session for newcomers）：英語が苦手になってしまった一般生のための、通常クラスに入る前に英文法の基礎を補完する
講座。

齋藤 勇真さん（理Ⅰ・開成）

椎名 昭斗さん（理Ⅱ・駒場東邦）

大村 幹さん（理Ⅱ・都立小石川中等教育）

小坂 七海さん（理Ⅰ・駒場東邦）
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13期生 合格者インタビュー

楽しみながら勉強しましょう。そう
すれば、英語が得意になるはずです。
中山：皆さんと同意見です。疑問点

があれば迷わず先生に相談すること
が大切です。
　グノはメソッドがしっかりしてい
る分、自分の意識を高めていくこと
も求められますが、それは当然だと
思います。受け身でも授業を受けて
さえいれば成績が上がるとか、大量
の問題を解いていれば思考力が伸ば
せるということの方が変なのだと思
います。
　グノの勉強を主体的に楽しんでい
くことが成功の秘訣です。
嶋田：グノのすごさを実感できるの

は、きちんと積み上げてきた人です。
先生を信じて努力し続けることが大
切です。そうすれば勉強そのものが
楽しくなります。
　直前期になればなるほど、ピンポ
イントで伸ばしたいところが出てき
ますが、このときにグノで教わった
ことの意味がわかっていると、それ
を使ってさらにひと伸びできます。

した間違いをセルフチェックシート
に綴りました。最初は面倒だと思っ
ていたセルフチェックシートですが、
自分のミスの傾向や足りない分野が
明白になるにつれて、その良さを実
感できるようになりました。
　数学は量が膨大なので、受験直前
期に何をするかが大事です。そんな
時期にセルフチェックシートを眺め
ることで自己分析することができ、
役立ちました。
辻：セルフチェックシートを通して、
間違うということに対して敏感にな
りました。「こういうミスをして自
分は間違えるんだ」と記憶に残るの
で、間違いを次に活かせます。
　僕は時々、感情的なことをバーッ
とシートに書くことで記憶の結びつ
きを強めていました。感情的なこと
に対しても先生のコメントが返って
きて、先生が一人ひとりをきちんと
見てくださっているのが伝わってき
ました。それがとてもうれしかった
です。

齋藤：セルフチェックシートはダラ
ダラ書くのではなく、自分がつまず
いたところに潜んでいた原因を端的
に書いて蓄積していきました。自分
のエラーや至らないところをひとつ
ずつ着実に潰すのに使っていました。
　先生は、問題や単元にとらわれず
全分野を横断的に、僕の悪いくせを
見抜いて指摘してくださいました。
そのくせは自分では見えづらいので、
本当にありがたかったです。

グノーブルの物理

小坂：グノの物理は、グノ独自のま
さに唯一無二の授業でした。
　歴史の順番に沿って、「この物理
学者はどういう考え方をしてこの法
則を発見したのか？」を学びます。
「定数をここに置いたらこの現象を
うまく理解できる」とか、「こういう
考えからこういう理論が発生するの
は自然だ」とか、そういう歴代の科
学者の考え方を順番に追っていくの
はわくわくしました。
　物理的な思考力を自然と習得でき
て、物理の問題を解く力も伸びまし
た。
　僕はもともと物理が死ぬほど嫌い
でした。「どうしてこんな学問があ
るんだろう？ 二度と勉強したくな
い」と嫌悪感を抱いていましたが、
グノの授業に通い始めたらとても楽
しくて、「大学で物理を勉強したい」
と思うほどになりました。
　先生の人柄が良く、話の幅も広い
のでいつも聞き惚れていました。面
白い話に引き込まれていくうちに、
物理が大好きになりました。

後輩へのアドバイス

大村：勉強は「楽しい」が原動力な
ので、好奇心を刺激してくれるグノ
に通っていれば大丈夫です。
　数学のセルフチェックシートなど、
「回り道」と思うものもあるでしょう
が、手を抜かずに続けていけば、最
後の最後でその価値が体感できます。
　グノの先生を信じてしっかり積み
上げていってください。受験直前で
自分の積み上げてきたものの高さに
気づいてそれが自信になると思いま
す。
辻：大村君と同意見です。グノのす
ごさはあとになって実感できます。
　最初は、英語の語源や音読、数学
の膨大な板書をノートに写す作業な
ど、これは普通の受験勉強と違うと

いう印象を受けるかもしれません。
　それでもグノは間違いありません。
グノの指導法こそ本質をついていま
す。あとになってから本質が間違い
なく見えてきます。
小坂：僕も先生を信じることに尽き
ると思います。
　グノに入った直後は、他塾と違い
すぎることに戸惑って、「本当にこ
れでいいの？」と疑問を持つことも
あるでしょう。
　でも、勉強が楽しくなることと、
それに伴って成績が上がってくれば、
「グノのやり方が正しかったんだ」
と実感することになります。
齋藤：グノの勉強法はけっして突飛
なものではありません。むしろ、今
までの受験の常識にこそ疑問にさえ
思われずに踏襲されてきたものが多
いのだと思います。
　気になることがあったらグノの先
生のところに質問にいってみるとい
いと思います。明快な答えが返って
きて、自分でも「この勉強法にこう
いう効果があるんだ」とか「この勉
強法ではこの能力が伸びるんだ」と
わかって、とても前向きな気持ちで
勉強に向かえるようになります。
　少しやり続けてみれば成績もつい
てくるので安心できます。高３の大
事な時期に入ったときには、自分な
りの工夫を入れつつグノの勉強を活
かせるようになります。
椎名：グノの英語は、言語を学ぶ本
質がわかるような授業です。先生の
おっしゃることを聞きながら、本質
を考えつつ、受験にとらわれないで

音読は長期的に継続することで効果が出てきます。
グノの音読は、音声教材でネイティブの音声を聞きながら自分でも発音します。
そうやって耳と口を鍛える練習をしているうちに、リスニングの点数も大きく伸びました。
� 西 真理夏さん（理Ⅰ・国府台女子学院）
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●	�PDFフルバージョンでは、「英単語の覚え方」もお読みいただ
けます。
	 www.gnoble.com/gnolet23/
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入塾のきっかけ

庄司：きっかけは高１のときです。
英語が苦手で学校の定期テストすら
大惨事だったので、英語を強化でき
る塾を探していたんです。
　いろいろな人から「英語といえば
グノ」と聞いていたし、友達全員か
ら勧められたこともあって、グノに
しました。
　英語だけのつもりでしたが、途中

から数学も受講しました。
平山：私は高１の夏期講習から入塾
しました。「英語に力を入れている
塾に入りたい」と思い、塾探しを始
め、宿題が多いところは初めから候
補から外しました。
　グノには部活の先輩がたくさん
入っていて楽しそうだったこともあ
り、夏期講習を受けてみることにし
ました。実際に講習が良かったので、
２学期以降もそのままグノに通い続

けました。
西：私も高１からですが、最初に受
講したのは国語です。国語が中学生
の頃からとても苦手で、「東大を目
指したい」と思ったときに危機感を
抱いていたんです。以前グノに通っ
ていた姉が「グノの国語、いいよ」
と強く勧めてくれたこともあり、実
際にグノの授業を受けたら、とても
面白くて「ここでがんばろう」と思
いました。

中山 崇さん（理Ⅰ・早稲田）辻 春樹さん（理Ⅰ・駒場東邦）

嶋田 遼祐さん（理Ⅰ・駒場東邦）

庄
しょう
司
じ
 一
かず
毅
き
さん（理Ⅰ・開成）
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13期生 合格者インタビュー

　英語は高１の３学期から通い始め
ました。「英語をしっかり学べる塾
に入りたい」と思っていましたが、
やはり姉や、それから友人からもグ
ノを勧められて講習を受けてみるこ
とにしました。初回の授業から気に
入りましたし、宿題が負担にならな
い量だったことも決め手になって入
塾しました。
宮本：僕は中１のときから英語に
通っていました。兄がグノに入った
ので一緒に、という流れです。
　高１では古文も受講しました。グ
ノは宿題の負担が少なかったので、
学校生活と両立できたのも良かった
です。

グノーブルの音読

庄司：グノの英文は使い捨てではあ
りません。授業で解説を受けて十分
に理解している英文をひたすら音読
して自分になじませるんです。
　先生はスポーツや楽器演奏の練習
と外国語の練習は同じだとおっ
しゃっていましたが、同じ英文を読
み込んで慣れていくのがグノの音読
です。授業で理解したつもりの英文
でも、家に帰ってみると１回目の音
読から詰まってしまいます。それで
も何度も何度も音読することで、
段々スラッと読めるようになります。
　その過程で、新しい単語や表現も、
英文の中でしっかり理解できるし、

英語のリズムや流れもわかるし、英
語らしい文の組み立てにもなじめる
と思います。第一、英文をスラスラ
音読できると「伸びている」と実感
できてうれしくなります。
西：私は高２の３学期、グノでの受
験学年が始まってから本格的に音読
を始めました。普段は寝る前に 30
分くらい、時間がなくても最低 10
分は毎日欠かさず取り組みました。
それまでも、授業前に自分の頭を英
語脳にするため、音読にちょっとは
取り組んでいましたが、そんなに
がっちりはやっていませんでした。
　音読は長期的に継続することで効
果が出てきます。
　グノでは、受験学年の読解の授業
は毎回、英文の要約演習をして、そ
れを先生に提出して添削と採点をし
てもらいます。高２の３学期の間は
毎週散々な結果でした。要約をする
には、筆者の主張をちゃんと見抜い
て、英文全体の構造をつかむ必要が
あります。それが私には難しくて高
３の１学期の間は、クラスでもずっ
と下の方だったんです。
　でも、グノの先生の言葉を信じて
毎日音読を続けていたら、最終的に
は難しかった要約の点数も上がって
いきました。
　それから、グノの音読は、音声教材
でネイティブの音声を聞きながら自
分でも発音します。そうやって耳や口
を鍛える練習をしているうちに、リス
ニングの点数も大きく伸びました。
宮本：確かに続けることは大切です。
　僕は最初、音読は日本人にはきつ
いと思っていました。でも、続けて
いると、音声が脳内に勝手に流れて
くるようになるんです。それが英作
文を書くときにサンプルになるので、
英作文の点数も伸びました。英作文
で困って「何かないかな？」と考え
るとき、音読した英文はとても思い
出しやすかったです。
平山：私の場合も、音読が英作文の
役に立ったのは確かです。音読して

いると、英文の構造や表現について、
「これが自然なんだな」ということ
がわかってきます。
庄司：僕は音読するとき、内容を意
識していました。英文の確実な理解
はもちろん、さらにそれを自分が表
現するというイメージで、プレゼン
するように音読していました。
　黙読でも頭の中で声に出している
つもりで読むことはできますが、実
際に口に出してみることで得られる
効果があります。口に出してみると
舌が回らなかったり、イントネー
ションがうまくつかめなかったりす
ることがあります。練習してそうし
た部分を解消していくと、読解のス
ピードがアップします。
西：私は、中学受験や高校受験をし
ていなくて、受験というものがどう
いうものかわかっていませんでした。
物心ついてから初めての受験がセン
ター試験だったので、当日は緊張し
すぎて昼食を食べられず、貧血気味
になりました。でも、英語の問題用
紙を開いたら英文がスラスラ頭に
入ってきて、読解問題は満点でした。
音読をやっていたから救われたんだ
と思っています。

グノーブルで扱う英文

平山：グノは英文自体が面白かった
のも特徴です。

　英語のニュースが教材になること
も多く、哲学や科学の話題もあって、
「こんな考えがあるんだ」という驚
きの連続でした。
　英語を学ぶだけでなく、それ以上
に社会勉強みたいになっていて、そ
れが本当に刺激的でした。先生の話
を聞くだけでも楽しくて仕方ありま
せんでした。
西：授業で扱う英文のトピックは時
事関係のことも多くて助かりました。
受験勉強中は基本的にテレビで
ニュースを見なかったので、社会に
どういう意見を持っている人がいる
のかを深く知る機会がありませんで
した。
　でも、グノの教材を読んで、先生
の話を聞いて、「こういう考え方を
する人もいるんだな」と知ることが
できました。
宮本：時事的な教材だけではなく、
科学や医学の話題、経済や社会学な
どいろいろな英文に触れられました。
他にも哲学の話題を扱うときもあっ
て、いつも新鮮でした。
庄司：自分の知らないことを英文で
読めたので、そのことを僕は音読の
表現にも活かしました。それを知ら
なかった頃の自分やまだ知らなさそ
うな人を目の前に思い浮かべて、
「実はこうなんですよ」とプレゼン
するつもりで音読していました。気
持ちを乗せやすくなって、とても音
読しやすかったです。

英語の力が伸びた時期

平山：中学生の頃、学校内では英語
は問題ありませんでしたが、高校に
進学する直前に受けた全国規模の模
試で、学校の英語との違いを感じま
した。全然わからない問題もあって
怖くなってしまいました。
　グノに入ってから半年後にまた模
試を受けましたが、そのときはちゃ
んと解けて、「伸びているんだな」と
安心しました。
　グノでは、文法もしっかり教えて
もらえましたし、かなりの長文を毎
週たくさん読めました。英文の背景
まで先生は解説をしてくださるので
よく理解できます。グノの授業は毎
週完結型なので、１週間かけての復
習もやりやすく、それでいろいろな
力が定着したんだと思います。
庄司：僕も入塾直後に英語力の伸び
を実感できました。
　そもそも僕は、グノに入るまで英
語を体系的に勉強したことがありま
せんでした。英文は主語述語の順番
に並ぶということや、動詞が目的語
をとる・とらないといったことも知
らず、ただ単語が並んでいるだけの
英文をどう読んだらいいかがわかっ
ていませんでした。
　そんな状態から、グノで英語の仕
組みをひとつずつ教わり英文を読め
るようになりました。この経験はか
なり大きかったです。
　その後、英語力は少しずつですが
着実に上がっていきました。特に印
象的だったのは高３の秋です。それ
までは要約演習で思うように筆者の
主張が見抜けなくて、的外れなこと
に重点を置いてまとめてしまう状態
が続いていましたが、自分の中で押
さえるべきポイントが見えるように
なったんです。模試の要約問題でも
満点をとれるようになりました。
　グノのやり方で学んでいれば、文
法理解の上に、単語の力も身につき
ます。単語を語源から学んでいるか

ら文脈の中で生き生きと捉えられる
ようになるんです。プレゼンみたい
に長文を音読する経験を積み重ねて
どこまででも英語力を伸ばせるよう
な気がしました。
　実際に、入試直前期にも伸びを感
じられたので、その成長が本番に向
かうときの心の支えになりました。
宮本：僕は中１からグノに通ってい
ましたが、真面目に取り組んでいな
かったこともあって、伸びを実感す
るまでに時間がかかりました。
　高３で毎週の要約演習が始まり、
それまでは表面的に読めていただけ
で、実は深くまではわかっていな
かったということがはっきりして、
そこから本気になって取り組み始め
ました。
　段落ごとに言いたいことがすっき
りわかるようになったのは、僕も庄
司君と同じで高３の秋になってから
です。
西：グノには高１から通い始めてい
ましたが、偏差値が大きく上がった
のは高２の後半に学校で模試を受け
たときでした。長文読解が好成績で、
長い英文をしっかり読めるように
なったのは、グノで興味の持てる英
文をたくさん読めたからです。
　高３の受験直前期にもうれしいこ
とがありました。高３に入ってから
は全然できない理科に勉強時間を費
やしてしまい、得意な英語は後回し

庄司 一毅さん（理Ⅰ・開成）

西 真理夏さん（理Ⅰ・国府台女子学院）

平山 愛梨さん（理Ⅱ・桜蔭）

宮本 卓英さん（理Ⅱ・開成）
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13期生 合格者インタビュー

になりがちでした。英語の勉強は続
けていましたが、自分で英語力の伸
びを実感するほどのことはありませ
んでした。でも、直前期に過去問の
添削をお願いしたとき、先生からう
れしいコメントをいただけました。
１年間見ていただいてきた先生から
のコメントなので自信になりました。
　東大受験の１日目の国語は、でき
たのかどうか自分でもわからない結
果でした。数学は、「この問題は解け
ないといけない」と思う問題がいく
ら考えても解けませんでした。解答
用紙が回収されているとき、その問
題の解答欄が真っ白な人は私以外に
ひとりしかいなくて、１日目の試験
の帰りは落ち込みました。
　でも、２日目は私が一番好きな英
語だったので、「英語で絶対挽回し
てやる」と諦めませんでした。最終
的には無事、東大に合格できました
が、英語に救われたと思います。

グノーブルの数学

庄司：数学は高２から受講しました。
　僕は小学生の頃、パズルチックな
算数はとても得意でした。でも、中
学で数学の勉強をサボり続けたので、
知識の活かし方がわからなくなりま
した。数学は嫌いではないし、「やれ
ばできるんだろう」と思っていまし
たが、実際には全然できませんでし
た。模試で問題を見ても最初のとっ
かかりが見つけられないんです。答
えを見れば「ああ、そうか」となる

んですけれど……。ですから、点数
的にはどう見ても数学が「苦手科
目」になっていました。
　そんな壊滅的な状況でグノの数学
に通い始めましたが、先生が褒め上
手で、僕はすぐにやる気になりまし
た。少人数制で先生が一人ひとりを
よく見てくださるので、早い段階で
点数もとれるようになって、クラス
も上がりました。
　上のクラスでも、先生が一人ひと
りをしっかり見てくださるのは同じ
でした。僕が「こういう問題は、計
算が多くてやる気が出ません」とい
う甘えたことを訴えても、先生は僕
に合わせて的確に導いてくれました。
　数学の各単元を日本語で分析して、
自覚的に道具の使い方を把握してい
くグノのスタイルは僕にはぴったり
でした。問題を解きっぱなしにする
ことなく、１回解いた問題を深く深
く掘り下げていくグノのやり方の積
み重ねで、「一番楽しく勉強できる
のも、受験で武器にできるのも数学
だ」という気持ちになりました。
　東大受験では、理系の場合は数学
の比率が大きく、合格発表を見る前
に、数学の出来不出来で合否がわ
かってしまいます。本番では数学が
面白いように解けました。１日目で
アドバンテージをとれたので、２日
目は「ちょっとくらい失敗しても大
丈夫」と、楽な気持ちで臨めました。

グノーブルの国語

西：中３のときは国語が全然できな
くて、特に古文はわけがわかりませ
んでした。模試を受けても、古文は
壊滅的でした。
　でも、高１でグノの古文を受講し
たら、古文が得意になり、中３のと
き偏差値 35くらいだった国語が、
高１では偏差値70にまでなりまし
た。
宮本：僕はもともと学校で古文・漢
文にきちんと取り組んでいて得意で

した。「もっと伸ばそう」という気持
ちでグノの国語を受講したおかげで、
国語に全く触れない時期があっても
成績を維持できました。
西：高１で古文の通常授業を受講し
たあとも、グノの講習で国語をとっ
ていました。
　私はもともと本を読むのが嫌いで
した。日本語の長い文章を見るとウ
ワッとなってしまうほどだったので、
読む気にもなりませんでした。
　でも、グノで現代文を教わったあ
とは、文の読み方、楽しみ方がわか
り、最終的に抵抗もなくなりました。
今ではちゃんと読書を楽しめます。
中３までの状態のままだったらと思
うとぞっとします。本当にグノの国
語に通って良かったです。

グノーブルの先生

庄司：グノの先生は、生徒一人ひと
りにちゃんと目を向けて話をしてく
れます。だから解説のとき、ときど
き先生と目が合います。先生の質問
に対して「わかるよ」という顔をし
ているとちゃんとあてて答えさせて
くれることもあります。
　質問に答えられないときにも、
「じゃあこれは？」と答えられる別
の質問に切り替えて、僕たちが推測
したり思い出したりできるようにし
てくれます。
　いつの間にかアクティブに参加し
ている授業の場を先生がつくってく
ださるので、グノでは授業中に寝る
なんてことが全くありません。

平山：先生がすぐに生徒の名前を覚
えてくださることだけでも感動しま
した。先生が私たちの名前を呼んで
くださるので、授業が一方的になら
ず、とても集中できました。
　それから高２のとき、たまたま塾
に寄ったら、先生から「修学旅行ど
うだった？」と聞かれてびっくりし
たのも覚えています。先生が私たち
のことを見てくれていて、関心を
持っていてくださると安心できるし、
やる気もおきます。
西：グノで初回の授業を受けたとき、
先生がすぐにみんなの名前を覚えて
くださったのには私も驚きました。
先生に親近感を覚えました。
　授業前も授業後も先生とよく世間
話をしていましたが、会話を通して
先生との信頼関係を築けたと思いま
す。とても楽しかったです。
宮本：グノの先生は、本当に名前を
すぐに覚えてくれますよね。例えば、
講習でお世話になっただけの先生で
も、座席表にメモした名前を読み上
げるだけでなく、次の日には全員の
名前を完全に覚えてきてくださって
いました。「親身になってくれてい
るんだ」と実感しました。
庄司：高３になって最初の授業で、
僕は一番前の席に座っていて衝撃を
受けました。
　英語のクラスには30人ぐらいの
生徒がいて、先生はご自身が作った
座席表の紙を机の上に置いていまし
たが、解説が始まったときにはその
座席表を全然見ていないんです。そ

れなのにどの生徒も名前で呼んでい
て、本当に上から目線の言い方にな
りますが、「この人教師としての能
力高すぎだろ！」と思いました。そ
して、「この先生の言うことを全部
聞こう」という気持ちになりました。

グノーブルの環境

平山：とにかく受付の方が優しくて、
振替などの相談をしても、親切に丁
寧に答えてくださるのが印象的でし
た。私は電話がとても苦手なのです
が、電話でも受付の方がとても丁寧
で怖さがなく、話しやすかったです。
西：私も、受験直前期に振替が多く
なってスケジュールがぐちゃぐちゃ
になりましたが、受付の方が１回で
「わかりました」と対応してくだ
さって助かりました。受付の方は全
員、優しくてフレンドリーな雰囲気
で良かったです。
　それから、建物の入口にいつも
立っている警備員さんも「こんにち
は」と挨拶してくださって、そのお
かげで「今日もがんばろう」と思え
ました。
宮本：受付の方はいつも感じ良く僕
たちを迎えてくださってうれしかっ
たです。警備員さんは自習室を利用
している人の様子を見に来てくださ
ることもあって、塾生の安全を考え
ているのが伝わってきました。
庄司：グノは教室がきれいですよね。
そのおかげで勉強にも集中できて、
快適でした。

後輩へのアドバイス

宮本：グノの先生の言うことをきち
んと聞いて、音読と音声教材には
しっかり取り組んでください。
平山：東大は変な問題を出してこな
いので、基本を大事にしてください。
　宮本君の言う通り、グノの先生の
言うことをきちんと実行することが
大事です。

　どのタイミングでも、そのときに
やるべきことがあるので、それを着
実にこなしましょう。
庄司：東大の入試問題には、グノっ
ぽいところがあります。
　持っている知性が問われるという
か、本質的な問題が多くて、知に対
する誠意を東大は汲み取ってくれる
のだと思います。
　だから、グノで与えられる英語の
音読や数学のセルフチェックシート
に取り組むだけでなく、「先生はこ
の問題を出すことで何を求めている
のかな？」ということを意識して勉
強するといいですね。
西：最後まで絶対に諦めないでくだ
さい。私はセンター試験も、東大入
試１日目も、２日目の前半も出来が
あまり良くなくて、少し落ち込みま
した。でも、「絶対に諦めたくない」
という気持ちで最後までやり切りま
した。
　英語の読解の先生が何度も、「絶
対に諦めないでね」とおっしゃって
いました。そういう言葉を繰り返し
聞いていたので、「少しくらい失敗
しても大丈夫」と思えました。合格
できたのは先生の言葉のおかげです。

庄司 一毅さん（理Ⅰ・開成）

西 真理夏さん（理Ⅰ・国府台女子学院） 宮本 卓英さん（理Ⅱ・開成）

平山 愛梨さん（理Ⅱ・桜蔭）
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グノは確かにあたりまえだとされている英語勉強法とは違います。
グノで勉強しているうちに「この勉強法はいいな！」と実感し、いろいろな興味が湧いて
きて、英語がどんどん好きになりました。� 片山�鈴音さん（理Ⅰ・桜蔭）
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入塾のきっかけ

片山：もともと英語は好きな科目
だったので、塾でも嫌いにならず楽
しんで学びたいと思っていました。
　グノに決めたのは、高１のときに
受けた講習の明るい雰囲気が魅力的
だったのと、授業内容も「ここなら
間違いない」と実感したからです。
その時期は部活が忙しかったので継
続受講は見送って入塾したのは高２
の夏期講習からでした。
　グノの英語は本当に楽しかったの
で、もっと早くから通えば良かった
と感じています。
馬場：私は片山さんより早くて、高
１の春に英語と数学で入塾しました。
　２つ年下の弟が中学受験グノーブ
ルに通うことに決めたとき、母が説
明会で代表の中山先生のお話を聞く
機会があったんです。当時中２だっ
た私は母からグノの良さを聞きまし
た。中学生のうちはまだ入るつもり
はありませんでしたが「入るならグ
ノ」と思っていました。
　高１の春まで塾には通っていなく
て、そろそろ塾に入ろうと思ったと
き、一番頭にあったグノの説明会に
参加しました。一応、他塾も検討し
ましたが見学に行った塾の中ではグ

ノが最も雰囲気が良かったので結局、
予定通りグノにしました。
松田：僕も馬場さんと同じで、高１
の春から英語に通い始めました。
　入塾するまで、僕はグノのことを
あまり知りませんでした。麻布では
そもそも塾の話をあまりしませんし、
当時はグノが話題になることはほと
んどなかったからです。「みんなが
通っている塾の方がいいのかな？」
と思うことも最初はありました。
　でも、がんばる人は伸びると考え
て、塾の規模や実績ではなく雰囲気
で選びました。そのうち、学年が上
がるにつれて、グノに通う麻布生が

どんどん増えていきました。

グノーブルの授業

片山：他塾に通っている仲の良い子
の話を聞いて、「グノとは全然違う」
と思っていました。
　他塾だと宿題の量も多いし、英単
語の覚え方も、丸暗記をしないグノ
とは全然違いました。
松田：グノの宿題は確かに他塾に比
べると少ないと思います。文化祭関
係が忙しかった時期でも、宿題の重
圧がなくて、学校生活と両立できま
した。
　グノは授業で演習した内容をその
直後に解説を受けて理解します。そ
れを復習で身につける復習中心の塾
なので、ひたすら宿題をやっていく
スタイルとは違って、気持ちの上で
も負担が少なくて助かりました。
　他塾の場合、別に集中していなく
ても時間が過ぎていくような授業が
多く、僕は緊張感のある授業をほと
んど受けたことがありませんでした。
　それに対して、グノの授業には程
よい緊張感がありました。緊張感と
いっても、生徒の自主性を抑えつけ
る厳しさは全くありません。生徒が
自分の頭を使って考えていくことを

促すような雰囲気でした。
　先生は生徒の意見を尊重してくだ
さいますが、授業内で添削があるし、
解説のときには先生と生徒がやり取
りしながら進むので、それによって
緊張感が保たれています。
　とても刺激的で気持ち良く集中で
きる授業でした。
片山：毎週添削をしてもらえるのは
とても良かったです。添削のおかげ
で気が緩むことなく、モチベーショ
ンを保てました。
　それから、適語補充や並べ替え、
間違い探しなど、いろいろな種類の
文法問題を解けるので飽きることが
ありませんでした。
　英文法の勉強が楽しいと思えるよ
うになったのは、私の中では大きな
変化でした。文法事項の成り立ちや、
現在の語法になった変遷の解説、
様々な違った言い回しの共通点が浮
き彫りになっていく説明など、グノ
は普通の受験勉強とはひと味もふた
味も違っていました。
馬場：授業内で演習してすぐに添削
してもらえるので、効率良く効果的
に勉強できました。
　宿題にされると他のことで忙し
かったり、家だとダラダラしてしま
うこともありますが、授業で集中し
ていれば深く考えられるし、時間あ
たりの演習量は飛躍的に上がります。
　家での復習は音読が中心でしたが、
それで英語の力がどんどんつきまし
た。

グノーブルの音読

馬場：音読については、グノに入っ
た高１のときから先生方が強調され
ていましたが、そのときは半信半疑
でサボりがちでした。でも、学年が
上がるにつれてしっかり取り組むよ
うになりました。声を出して音読で
きるのは家でしたが、電車の中でも
マスクをしてコソコソ呟いていまし
た。

　グノでは、受験直前期でも過去問
を解くよりも音読をするように言わ
れます。この時期は他の教科でやり
たいことがたくさんありますが、音
読だけでいいのだから、これだけは
しっかりやろうと思えて気持ちが楽
でした。
片山：私は週によって音読にムラが
ありました。添削で点数が良くな
かったり、先生から厳しい指摘をい
ただいた週はしっかり音読して、添
削で点数が良かった週などは少しし
か取り組みませんでした。
　受験直前期は、理科や数学の過去
問をやっていてつらくなったら、気
晴らしに英語の音読をしました。特
に物語文は読んでいて楽しかったの
で、良い息抜きになりました。
松田：グノの英文は本当に面白くて、
行き帰りの電車の中で英文を読み込
むのが毎日の習慣になるほどのめり
込みました。そのおかげで、毎日英
語に触れることになって、英語力が
ぐんと伸びました。日に日に読むス
ピードが速くなるというよりも、突
然速く読めるようになった経験が
あって効果を実感していました。
馬場：解説を聞いて十分に理解して
いる英文を、何度も繰り返し読み込
むことには本当に効果があります。
　音読するにしても、中途半端に読

んでいるだけだとそれほど力はつか
ないと思います。内容を意識しなが
ら、英語のまま人に読み聞かせて伝
えるつもりになることが音読の秘訣
です。それには、授業で先生がおっ
しゃっていた解説をしっかり理解し
ている必要があります。
　英文を読み込んでいると、気づい
ていなかった面白さがさらに見えて
くることもありました。そんな経験
をときどきするので、音読は楽しく
てやめられませんでした。
　グノの先生は、過去の授業で扱っ
た英文と関連のある英文を改めて用
意して取り上げてくださることもあ
ります。以前読んだ英文の著者が書
いた別の分野の英文や、以前読んだ
英文の反対意見が書かれたものを読
むこともあります。そうすると、こ
ちらの理解度がさらに深くなって、
誰かに伝えるつもりの音読が、さら
にやっていて楽しいものになります。

グノーブルの英語の特長

松田：他塾では、志望校別にクラス
が分かれると聞いています。例えば
医学部志望だと、医学系の英文ばか
り読まされるみたいです。グノには
そうしたことが全くなくて、いろい
ろな分野からの英文を先生が教材に
してくださいます。
　英文の内容解説の詳しさと楽しさ
も、グノは随一だと思います。僕は
受験のためだけに難しい英文を読む
のが性に合わなくて、それではやる
気が出ませんでした。
　グノでは、受験を意識しすぎるこ
ともなく、純粋に面白い英文に触れ
られて、やる気を持続できました。
　グノの英文は本当にバラエティー
に富んでいます。物語もあれば時事
的な話題もあり、哲学的な難しい英
文もありましたが、どれも面白いも
のばかりでした。
　最新のニュースを翌週の授業でリ
アルタイムに読めることも多く、自

片山 鈴音さん（理Ⅰ・桜蔭）

馬場 愛奈美さん（理Ⅱ・桜蔭）
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＊１　この学年の高２時の英語は、α（最上位）から、α１、α２、α３、α４、α５の設定。
＊２　�片山さんはTLPの認定を受けました。TLP（Trilingual�Program）:「グローバルリーダー育成プログラム」の一環。東大の英語入試で上位１割程度に入っ

た学生に認められています。

分が知りたいことを英文で読めるの
が楽しかったです。
　受験生の精神状態に役立つ英文も
あって、僕は「入試本番前はこの英
文を読もう」と事前にそれを選んで
いて、実際にその英文が本番の緊張
感をなくすのに役立ちました。
片山：知的な刺激を受けられるのは
グノの英語の大きな特長です。
　授業で扱う英文が新鮮で、時事的
な話題をはじめ、いろいろな分野の
英文と出会え、その解説でも面白い
話がたくさん聞けるので、英語を勉
強しながら英語以外のことも学べて
知識の幅が広がりました。
　倫理政経の話題とリンクする論説
文や、生物の授業で習った単語が出
てきたときは、うれしくなりました。
　高３の後半からは東大の総合読解
で出題されるような物語文もよく扱
いました。文学的な英文は説明文と
違って想像力を働かせながら読まな
ければなりませんが、どの文章も本
当に楽しめました。決して子どもっ
ぽいものではなく、恋愛と絡んでい
るものもあって、まるで日本語の小
説を読んでいるようでした。
　私は英語を受験勉強の教科として
ガリガリやりたくありませんでした。
英語が好きだったのは洋楽を聞いた
りして楽しんでいたからで、そうし
た楽しさを壊したくなかったんです。
　だから、「英語の語順通り英文を
前から解釈する」とか「市販の単語
帳の暗記はしない」という学び方は
私にぴったりだったんです。
　グノは確かに、あたりまえだとさ
れている英語の勉強法とは違います。
でも、グノで勉強しているうちに
「これいいな！」と実感できるよう
になり、不安は全くありませんでし
た。
馬場：私も、中学時代から周りの人
たちが焦って単語帳を必死に覚えて
いるのを見て、「こういうのはした

くない」と思っていました。その流
れに入りたくなかったんです。
　かといって、「単語帳は要らない」
と言われても初めは半信半疑でした。
ただ、グノに入塾したのは高１で、
すぐに学力を上げなければいけない
状況ではなく「グノのやり方を信じ
てやってみて、成績が上がらなかっ
たら変えよう」くらいの気持ちでし
た。グノのやり方を否定せずとりあ
えずその通りに勉強してみたら、成
績も安定してとれるようになり、困
ることもなかったので、そのまま信
じて続けることにしました。単語帳
を使わずにできるならそれが一番で
すから。

英語の力が伸びた時期

松田：高２の夏に受験を意識してか
ら、一気に読むスピードが上がりま
した。それまで英語の伸びを感じる
こともなかったので、急激な変化で
した。
　それから、高３の夏明けに肺気胸
になって家から出られない日が続き
ました。このとき、気晴らしにずっ
と洋画を見ていたんですが、そこで
流れてくる英語を理解できて、「使

える英語が身についた」と実感しま
した。
馬場：以前から私は英語が好きでし
たが、得意だとは思っていませんで
した。中学時代はどの科目が得意と
か苦手とかはなく、英語も普通のレ
ベルでした。
　高１でグノに入って音読を続けて
いたら、ほとんどの模試で一番安定
して得点できる科目が英語になって
いて、英文を読む力が身についてい
るのがわかりました。
片山：私も馬場さんと同じで、模試
の成績を見ると、自分が思っていた
よりも英語ができるようになりまし
た。それからグノの授業で先生の質
問に対して答えがわかる度合いが少
しずつ上がっていきました。入塾前
の私は「英語が得意」と思っていま
したし、学校のテストや模試でも一
番できる科目でした。それなのに、
入塾直後のクラスはα３＊１でした。
このことに危機感を抱いてがんばっ
たから、気づかないうちに英語の力
が伸びていたんだと思います＊２。

グノーブルの数学

馬場：高１のときは受験を意識する
こともなく、抽象度が上がった高校
数学の考え方を純粋に楽しんでいま
した。私たちが問題を解いていると
きには、先生がいつも一人ひとりの
座席をまわってくださって、優しい
言葉をかけてくださったり、アドバ
イスをくださったりしたので、いつ
も安心して数学の問題に向かえまし
た。
　高２、高３になると先生が変わり、
数学に向かう姿勢も変わりました。
ただ楽しく問題を解いていくのでは
なく、「１個１個の問題ではなくて
全体を見る」という教わり方になり
ました。数ⅠAⅡBと数Ⅲではそれ
ぞれ別の先生に習いましたが、どち

らの先生も１個１個の問題を詳しく
解説してくださるだけでなく、その
問題のテーマをタグづけして分類し、
テーマごとに気をつけるべき点を教
えてくださいましたから、どんな問
題もテーマと関連づけて解けるよう
になりました。
　高３ではセルフチェックシートを
書くことが求められます。前期は、
予習の演習問題を解くだけでも大変
なのに、さらにシートの欄を埋めな
ければならず、最初は「こんなこと
に時間を使っていていいのかな？」
と思いました。でも、徐々にその効
果を実感できるようになりました。
　予習形式だと、まだ習っていない
ことだから手も足も出ないことがあ
ります。その「わからない」をセル
フチェックシートで把握することに
意義がありました。
　シートに書いていると、同じ「わ
からない」でも、本当に全くわから
ないのか、ここまでわかったけれど
ここからはわからないということな
のかが自覚できます。その上で授業
を受けると、授業の理解度が深まり
ました。「あの問題と似た問題だか
ら、こう解けばいい」で終わってし
まう復習重視の授業とは異なるアプ
ローチでした。
　後期のテスト演習でも、テスト結
果についてセルフチェックシートを
書きます。時間が無制限な予習とは
違って、90分のテスト形式だと「こ
こで考えすぎたからこちらに時間が
回らなかった」などという新たな課

題も出てきて、それをセルフチェッ
クシートに書きました。
　１回１回を大切にできたのは、こ
のように書く機会があったからです。
後期になると数学の力だけでなく戦
略も大事になってくるので、問題の
復習だけでは獲得できない視点を得
られたのが有益でした。

グノーブルの物理・化学

馬場：高２の夏から物理を受講しま
した。グノの物理は、公式の導出を
一からすべてやります。その公式を
発見した歴史上の人物を一人ずつ追
いながら、成功に至る過程だけでな
く、失敗も含めてたどっていくんで
す。この人は１回こうやってこう
思ったけれど、違ったからこっちを
考えてこの公式に至ったというよう
な話が本当に楽しかったです。
　ただ、公式を一から導出するのは
結構大変で、さらに物理学者が考え
たことを一緒に考えるのは難しいの
も事実です。だから、最初は「公式
をそのまま覚えた方が楽だ」と思い
ました。でも、高３後期に応用問題
を解く段階になると、公式丸暗記だ
と引っかかる問題も引っかからずに
解く力が身についていることを実感
できました。
　化学は高２で夏期講習だけ受講し
たあと、部活が忙しかったので先生
に相談して一度お休みにしました。
　高３で復帰してからは、後期のテ
スト演習が始まるまでの実験がとに
かく楽しかったのを覚えています。
私の場合、前期は数学に力を入れて
いて、化学の勉強をあまりしていま
せんでした。それでもグノで実験を
生で見られたり、生で見られない実
験はビデオで見せてもらえたりして、
塾っぽくない授業を純粋に楽しんで
いました。
　化学の勉強を本格化させた後期で
は、前期の実験の印象が残っていた
ので、「この物質はあの実験で出て

きたものだ」と思い出せて、暗記や
理解も捗りました。

グノーブルの先生

片山：グノの先生から一番感じたの
は英語に対する愛や情熱でした。先
生が英語のどういうところに面白さ
を見いだしていらっしゃるのかが伝
わってきて、「自分もこうなりたい」
と毎回思いました。「自分のレベル
だとこの程度にしか読めない英文で
も、もっと英語ができるようになっ
たら、先生のようにさらに面白い英
文に見えてくるんじゃないか？」と
思うと、英語をがんばるモチベー
ションになりました。
　自分の趣味として、「洋書を読ん
だり、洋画を観たりしてみたい」と
か「日本語で勉強した教科を英語で
勉強したらどうなるのかな？」とか、
グノで英語を勉強していると次々と
興味が湧き、英語がどんどん好きに
なりました。
馬場：グノの先生は様々な個性をお
持ちですが、どの先生も生徒を第一
に考えてくださっているのが伝わっ
てきました。先生というと偉そうな
イメージがありますが、グノの先生
には偉そうな感じがありませんでし
た。例えば、授業前に早く教室にい
らして、生徒が入ってくると挨拶し
てくださいます。そして、授業が終
わっても、先生が真っ先に帰るので
はなく、最後まで教室にいてくだ

松田 竜さん（理Ⅱ・麻布）

馬場 愛奈美さん（理Ⅱ・桜蔭）

片山 鈴音さん（理Ⅰ・桜蔭）
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【座談会出席者】（五十音順、本文中敬称略）

さって、生徒全員に「さようなら」
と挨拶してくださいます。そういう
ところから生徒第一の姿勢が伝わっ
てきました。
　グノの先生は腰が低く、生徒とし
ても居心地が良かったです。
松田：グノの先生は優しいです。一
人ひとりの成長を見てくださいます
し、一人ひとりの意見も尊重してく
ださるので、生徒を大切にしている
のがよくわかりました。一方で、勉
強を教える立場としての一定の厳し
さはどの先生にもありました。その
おかげで僕はだらしなくならずに勉
強できました。

グノーブルの環境

馬場：学校で私が所属していたリズ
ム水泳部は発表会のある11月がと
ても忙しく、他にも応援団をやって
いたので体育大会のある５月も忙し
かったです。
　そんな学校生活でしたが、忙しい
時期でもグノの宿題に追われること
はなかったので助かりました。習い
事のバレエも、グノの振替制度を活
用することで両立できました。
片山：私も通常授業に通い始めてし
ばらくは、塾と部活が重なっていま
した。
　でもグノでは、夕方の５時前に始
まる授業と７時過ぎから始まる授業
があって、私は後コマの授業に出席
していたので遅刻することもなく通
えました。授業前に時間があるとき
は学校の宿題を終わらせることもで
きました。塾と部活との両立がしっ
かりできてありがたかったです。
　それから、受付の方が親切で丁寧
でした。電話の対応も話し方から丁
寧さが伝わってきて、毎回「すごい」
と思っていました。
　それと、黒板がいつもきれいでし
た。授業の入れ替わりのときには、
どの先生も黒板をすっかりきれいに
してから教室を離れていきます。い

つも新品みたいな黒板で、私たちの
学習環境に対する配慮を感じました。
馬場：私も片山さんと同じく受付が
印象的でした。他塾に通う友達は
「受付が怖い」とか「受付の人がぶっ
きらぼうだ」とか話していましたが、
グノにはそういうことが全くありま
せんでした。忘れ物して「ごめんな
さい」という気持ちになっていると
きも、受付に行くと優しく対応して
いただけました。振替でもとてもお
世話になりました。
松田：僕も受付の対応には親切さを
感じました。自習室を使うときもす
ぐに対応してくださって、生徒のこ
とをきちんと見ていてくださるのが
ありがたかったです。
　それから、グノの教室のきれいさ
には僕もいつも感謝していました。
勉強に集中する場所としてふさわし
い環境だったと思います。

後輩へのアドバイス

松田：グノの先生は、どんな質問を
ぶつけても真剣に返してくださいま
す。だから、ちょっとでも疑問に思
うことがあれば、先生を質問攻めに
してください。得られるものは大き
いはずです。
　そして、先生の言葉に従って、グ
ノが用意してくれた英文を読み込ん
でいけば、東大に受かる英語力が間
違いなくつきます。グノは東大重視
の塾ではありませんが、幅広く本質
的な出題をする東大の英語には、グ
ノの幅広い英語への取り組みがぴっ
たりです。グノを信じて勉強してく
ださい。
片山：毎回の授業で行われる要約や
英作文の添削に全力で取り組むこと
が大事です。私はたまにどうしても
言葉が思いつかず、妥協して要約な
どを書くことがありました。そうい
うときはもやもやしたり、「もっと
良く書けたのでは？」と思ったりし
て、先生の解説に集中できませんで

した。逆に、全力でやってダメだっ
たときは、同じ授業を聞いても、得
られるものが多く、後々そういう問
題ほど印象に残っていました。この
経験から、毎回の授業に全力で取り
組むことの大切さを強調したいと思
います。
馬場：私は東大入試の全科目をグノ
で完結させました。
　確かにグノの教え方や推奨する勉
強法は学校や他塾と違って特殊なと
ころがあります。でも、単語帳の暗
記をしない、セルフチェックシート
をつける、物理の公式を導出する、
化学の実験をするなど、どれをとっ
ても生徒が主体的になって本当の実
力がつくようにと考え抜かれている
からだと思います。
　「グノでがんばる」と決めたから
には他のことには手を出さず、グノ
の先生がおっしゃるやり方を忠実に
守れば、それが合格への近道だと思
います。実際、私はグノ一本で最後
まで勉強して、とてもいい受験生活
が送れたと感謝しています。

松田 竜さん（理Ⅱ・麻布）
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高２の春から英数で入塾しました。
網谷：高３のときに友人の紹介で入
りました。６月まで国語の受験勉強
を何もせずにいて、「ヤバイ」と思っ
て、「駆け込み古文・漢文」という短
期の基礎講座を受けました。それで
実際に力が伸びたので、秋から東大
国語のお世話になりました。結局、
現役のときには合格できませんでし
たが、グノの環境が気に入ったので、
浪人してからもグノに通い続けるこ
とにしました。
　グノには学校の友人が何人も通っ
ていて受験の成果を上げていました
し、「英語はα５（基礎クラス）でも
楽しい」と評判も良かったので英語、
数学もグノに通うことにしました。

グノーブルの英語

渡辺：高１で入塾したときのクラス
はα３＊でしたが、その頃は、前回
の復習をしていれば授業中の先生の
質問にも答えられましたし、クラス
も少しずつ上がっていきました。と
ころが高２の冬から要約演習が入っ
てくると、上位のクラスにいる周り
の人との差がはっきりわかって泣け
てくることもありました。
　要約は英文が読めているだけでは
まとめられません。背景的な知識が
欠けていたり、英語の論理展開の仕

方がわかっていなかったりすると、
がんばって答案を書いてもほとんど
点数にならないのです。
　でも、その悔しさをばねに、毎回
解説をしっかり理解した上での復習
をして、次の演習にまた全力を注い
でいました。それでも点数が上がら
ないという週がしばらく続きました。
　点数にならないことは苦しいので
すが、グノの授業は興味深い英文を
たくさん読めるし、先生には熱意が
あって解説も面白いので通うこと自
体はずっと楽しかったです。それに、
問題は厳しくても先生は優しくて、
「解説が理解できるなら、いつかそ
のレベルまでは必ず登れる」という
先生の言葉を励みに努力を続けてい
ました。
宮﨑：僕は英語が苦手で、授業中に
あてられても答えられないことが多
かったんですが、グノの授業は基本
的に楽しく受けていました。
　先生がどんどん生徒を授業に巻き
込んでくれるし、難しい問題にもた
まに答えられるとうれしいので、
もっと授業を楽しみたくて念入りに
復習をしました。徐々に英語力も上
がってきて、最後の方は質問にも普
通に答えられるようになりました。
黒田：先生方は私たちをあてること
で、どんどん授業に参加させてくだ
さるので、グノの授業はとても集中
できるし、質問に答えられるとうれ
しくなります。添削してもらって点
数が高かったり、いいコメントをい
ただけたりするときの喜びもありま
した。
　中学の頃は、受験はまだまだ先で
したが、授業の雰囲気が好きで、そ
れが「英語を勉強しよう」という活
力になっていました。
　高校生になってから一度、α３く
らいまでクラスが落ちたことがあり
ました。スタートダッシュ講座から
通っていた友達はαやα１にいて、
「みんなできているのに」とショッ
クでした。

　でも、グノの場合クラスが落ちて
も、先生が違うだけでとても良い授
業だし、先生が親身になってくださ
るのは同じなのでがんばれて、上の
クラスに戻ることができました。
岡本：グノには授業の開始前からだ
らけた雰囲気がありません。それに、
いったん授業が始まるとさっと引き
締まります。授業の最初に演習をし
て、その答案は授業時間内に添削し
てもらえるし、すぐに解説もしても
らえます。記憶が新鮮なので解説を
聞くときにも集中できました。解説
は先生と生徒のやり取りで進んでい
きますから集中はとぎれません。
　グノの授業が楽しいというのは、
参加しているという意識が持てて、
ずっと集中できるからです。
藤田（悠）：グノでは周りの雰囲気
で、こっちの気も引き締まりました。
　僕の場合、英語が比較的得意で数
学が苦手だったため、英語の勉強時
間を数学にまわすこともありました。
それでも、周りの様子がよくわかる
ので、授業中は常に真剣になれまし
た。演習しているときに、自分はま
だ解き終わっていないけど周りの人
たちは終わっているらしいとか、周
りの人が先生の問いかけにどんどん
答えていくとか、いい刺激がいつも
ありました。
網谷：復習に集中できる点もグノの
特徴です。
　グノでは毎回の教材はその日に配

＊この学年の高１時の英語は、α（最上位）から、α１、α２、α３、α４の設定。その後の学年でα５も追加設定されました。

入塾のきっかけ

黒田：スタートダッシュ講座＊から
続けています。小６の３月に親がグ
ノに決めました。英語が有名なので
英語だけ入る予定でしたが、説明会
での数学の先生のお話がとても面白
くて、「数学も！」と思いました。
　英語と数学はスタートダッシュ講
座からずっと続けていて、途中で他
の科目も追加受講しました。
　グノにない科目を大手予備校で受
けたことがありましたが、「黒板が
遠い授業を受け続ける必要はない」
と感じました。生徒を見下ろすよう
な先生の態度にも反感を持ってし
まって、授業に集中できなかったの
もあります。
　グノの授業は少人数制です。先生
と生徒のやり取りで授業は進むし、
添削もしてもらえて、勉強に集中で
きる環境です。それに、先生は生徒
と同じ目線でいてくださって、親し
みやすかったです。
渡辺：私も黒田さんと同じでスター
トダッシュ講座で数学と英語を受講
しました。グノに通っていた中学の
先輩から教えてもらったことを踏ま
えて、母が持ってきた資料の中から
選びました。

　もともと「数学を補強したい」と
思っていて、通常授業は数学だけと
りました。英語と古文の受講をス
タートしたのは高１からです。中１
から通っていてグノがとても好き
だったので、他塾と比べることはし
ませんでした。
藤田（理）：姉の勧めで私は中１か
らグノの季節講習を受けていました。
「自分に合っている」と思って、中２
から英語の通常授業、続いて数学も
受けることにしました。
　英語に関しては、勉強好きではな
い姉が「楽しい」と言っていたので、
「この塾で間違いない」と思いました。
　数学は他塾の授業も受けてみまし

たが、受け終わったあとに何も残っ
ていなくて「合っていない」と感じ、
グノに統一しました。グノは不明点
があるときの個別対応がとても良
かったです。
岡本：僕の場合、勧めてくれたのは
兄でした。兄は４歳上でしたが、グノ
に通って英語の力が伸びていたので、
塾選びに迷いはありませんでした。
　学校の授業に慣れてきた中１の夏
から英語で入りました。
宮﨑：僕は中３の夏期講習から英語
を受講し始めました。学校の英語を
あまりにもサボっていたら何もでき
なくなって、母からグノを勧められ
ました。
　ついでに数学も受講してみたら、
授業がとても楽しくて、そのまま続
けました。高２からは物理もとりま
した。
　グノに入ったあとは、「グノしか
ない」と気に入って通うことができ
ました。特に大量の宿題をつらそう
にやっている人たちを見て、そうい
う塾でなくて良かったと思っていま
した。
藤田（悠）：僕の場合はグノに通って
いた姉から勧められて、高１のとき
に季節講習を受け、グノの方針が自
分に合っていることを確認した上で、

スタートダッシュ講座から数学と英語で入りました。元気で刺激的な先生が多いので、
授業を飽きずに聞いていられます。個人的な質問や相談に対しては、先生が性格まで理解
した上でアドバイスをくださいます。一人ひとりを見てくださるのはグノだけです。
� 渡辺�藍子さん（東北大・白百合学園）

●		PDFフルバージョンでは、「医学部志望の動機」、「英語の力が
伸びた時期」、「医学部の面接」もお読みいただけます。
	 www.gnoble.com/gnolet23/
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岡本 昌大さん（千葉大・攻玉社）

黒田 南帆さん（筑波大［公募制推薦］・都立小石川中等教育）

網谷 史人さん（北海道大・開成）
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知っている単語でも「こういう使い
方をするんだ」と、その言葉の生き
た意味を吸収できます。

英単語の覚え方

藤田（悠）：音読をしていれば単語も
覚えられます。しかも、英文の中で
自然に使われている単語に触れてい
るので生きた使い方が身につきます。
　音読では同じ英文を繰り返し読む
ので、いくつもの英文が自然に頭に
入ってしまいます。記憶した言い回
しは英作文でも応用できるようにな
ります。
　受験が終わってから市販の単語帳
を見てみたら、わかっている単語ば
かりでした。単語帳を使わないで受
験を突破できたのはありがたかった
です。
岡本：同感です。音読中に文章内の
単語を覚えてしまうので、単語帳な
しでも英語ができるようになります。
　授業では語源から単語の説明を受
けているので、その単語の派生的な
意味や関連語も覚えやすいし、音読
していると授業中のそういう解説も
頭をよぎって、いい復習になりました。
網谷：グノに入る前は単語帳を使っ
ていましたが、何しろ１周するだけ
でもものすごく時間がかかります。
それなのに２周目に入ると、忘れて
いる単語の多さに愕然とします。単
語帳の暗記はやっていてもつまらな

い上に、効率の悪い覚え方です。
　グノに入ってからは単語帳を使わ
なくなりました。授業での語根を
使った単語の解説は驚きでした。ひ
とつの語根から仲間の単語がどんど
ん黒板上で展開されていく様子は手
品のように面白かったです。興味が
持てるものは印象にも残りやすく、
毎晩寝る前に授業の英文を音読して
いるうちに単語も無理なく覚えられ
るようになりました。
宮﨑：僕も以前は単語帳をやってい
ましたが、単語帳に書かれている日
本語の意味が実際の英文の中ではう
まく当てはまらないことが多く、結
局、辞書で改めて確認しなければな
りませんでした。語源の知識が増え
てくれば文脈の中で推測できるよう
になるし、音読した英文との関連が
あると意味を思い出しやすくもなり
ます。
藤田（理）：単語帳に載っている意
味は限られています。実際の長文で
は、単語帳に書かれている意味と全
然違うことがよくあって、途中で
「役に立たない」と思い単語帳をや
めました。
　学校では強制的に単語帳を暗記さ
せられていましたが、それでスラス
ラ英文が読めるようになったとはと
ても言えません。結局は、グノのや
り方で、つまり単語帳を使わずに受
験を終えたに等しいです。
渡辺：私の学校では単語帳が配られ
て、毎週テストがありました。でも
私はその単語帳はほとんど使わず、
グノで教わった語源を中心に、自分
で小さなノートに出てきた単語をま
とめていきました。「これは前にも
やったよね」と先生に言われたとき
にさっと見返しやすいようにしてい
て、それがとても役立ちました。
黒田：私の学校も単語帳のテストが
毎週あって、一応単語帳をやりまし
たが、テストの直前に頭に叩き込ん
だだけです。結局、グノで作った語
源ノートで覚えた単語がほとんどで

した。
　グノの授業では、前の週に出た単
語が次の週にもまた出るので、２〜
３週間同じ単語を見続けることにな
ります。それで確実に定着しました。

グノーブルの数学

渡辺：グノの数学には中１から通っ
ていて、高１の頃には数学がとても
好きになっていました。
　私は小学校から付属の一貫校に
通っていて中学受験をしていません。
ですから、αに上がったときに中学
受験組の強さに圧倒され、「あの人
たちに負けている」と思いました。
でも、グノの授業は本当に楽しくて、
劣等感よりも「がんばりたい」とい
う前向きな気持ちで続けられました。
　高２から担当していただいた先生
の授業を初めて受けたとき、「大学
受験までこの先生についていきた
い」と思い、数学にさらに一生懸命
になれました。その先生には、メン
タル面でも支えていただいたことが
たくさんありました。
　グノの数学はずっと楽しくて、お
かげで学校でも好成績を維持できま
した。数学は受験科目の中で一番安
定していて、安心材料になりました。
黒田：私も高１まで渡辺さんと同じ
クラスで楽しい数学を受けていまし
た。クラスのメンバーは毎回同じな

＊GSL（Gnoble�Sound�Laboratory）：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。

られ、それを授業内で演習して解説
を聞きます。持って帰った教材は、
復習して１週間で自分のものにする
ことに集中できます。
　予備校の英語は文法理解に寄りす
ぎていて、長文を１週間にひとつだ
けというのがほとんどです。レベル
が高くて面白い英文を毎週一定量提
供してくれるのはグノくらいです。
グノでは解説が英文の背景にまで及
びます。英文の内容にこれだけ焦点
を当てるのもグノの特徴です。本当
に楽しめる授業でした。
　あと、グノの先生の板書が好きで
した。写すのに時間がかかる丁寧す
ぎる板書ではなく、簡潔だけれどわ
かりやすい板書だったと思います。

グノーブルの音読

藤田（理）：授業で扱う英文は毎回
いろいろあって、内容が面白くてい
つも楽しみでした。ジャンルも、つ
い最近の出来事から文学的なもの、
科学的なものなど様々でした。
　ただ、要約演習で扱われる英文に
は難しいものが多くて毎回苦労して
いました。私は「英語ができる」と
思っていましたが、深い内容の英文
を正確に読むという点には大きな課
題があるんだとわかって落ち込んだ
時期もあります。先生に「音読を続
けていれば伸びる」と何度もおっ
しゃっていただいて、その言葉を信

じてがんばりました。
宮﨑：他塾の人たちに「音読してい
る？」と聞くと、「何言っているの？」
という顔をされます。音読はグノの
特徴です。そして、グノの音読を続
けると着実に英語の力を伸ばせます。
入試本番でもかなりのスピードで速
読できて、音読の効果を実感してい
ました。
藤田（悠）：僕は高３の夏から毎日
欠かさず音読をしました。音読をし
ていると、「英語を英語のまま読む」
ことができるようになって、読むス
ピードと精読力が上がっていきまし
た。英文を速く読めれば、問題を解
くことに時間を当てられて、結果的
に試験の点数もアップします。
岡本：僕も高３になってから、毎日
欠かさず音読していました。英文を
書いた本人の気持ちになって音読し、
英文全体の主張や、その主張をする
ためにどんな組み立てをして、どん
な具体例を挙げているかなどを意識
するようにしていました。
　自分が成長できているかどうかは、
毎週の要約演習で確認できるのが良
かったです。
藤田（理）：私も以前から音読して
いましたが、パーッと読んでいるだ
けでした。でも、言葉の使い方や内
容の組み立てなどを意識しながら音
読しないと効果が薄いんです。
　このことに気づいて音読の方法を
改めたら、確かに読むスピードが速
くなるだけではなくて、正確な読み
方もできるようになりました。黙読
だと読み飛ばしてしまうことでも、
声を出す音読では、複数形の sとか
前置詞などの細かなことまで意識で
きるし、抑揚や強弱などを変えられ
るので深い読み方もできるようにな
ります。
渡辺：音読は続けているとやった分
だけ効果が出て、サボってしまうと
サボった分だけ英語力が下がって読
めなくなります。よく先生が「語学
はスポーツや楽器の練習に似てい

る」とおっしゃっていましたが、サ
ボれば下がるし、やれば上がるとい
う面でも似ています。
　音読するとき、授業の解説を思い
出しながらやっていると、それが効
率的な復習になりますが、さらに、
GSL＊はネイティブが読み上げてい
るので、その抑揚や強弱も参考にで
きます。「こういうときにここを強
調する」というのがわかって、英語
で伝えるコツにも気づきます。
黒田：私は音読をずっとやっていま
せんでした。高３でα１に戻ったと
き、要約の添削でクラスでビリくら
いの点数を叩き出し続けて、「さす
がにまずい」と思って音読に初めて
取り組みました。
　音読をしたからといってすぐに成
績が上がるものではなく、９〜 10
月の受験ギリギリになって、要約や
模試の点数も上がっていきました。
読むのも速くなって、「もっと早く
から音読をやっておけば良かった」
と後悔しました。

網谷：僕の場合、音読を始めて３か
月くらいで、グッと読みのスピード
が上がる瞬間がありました。音読の
効果を最初は信じていませんでした
が、実際にスピードが一段速くなっ
て驚きました。
　それに、音読をしていると気づけ
ることがたくさんあります。例えば

宮﨑 壮さん（千葉大・開成）

渡辺 藍子さん（東北大・白百合学園）

藤田 悠佑さん（富山大・サレジオ学院）

藤田 理彩子さん（東北大［AO 入試Ⅱ期］・立教女学院）
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グノーブルの物理・化学

黒田：物理は少人数クラスで、先生
とも距離が近いので、「問題を一緒
に解こう」という雰囲気でした。学
校では公式を覚えて問題を解くだけ
ですが、グノは現象を発見した人の
視点から公式を見るとか、自分で公
式を導き出して自分のものにすると
か、学校とは違った角度から物理を
考える形式で、楽しく勉強できまし
た。受験勉強をしているというより
も、物理の歴史を学んでいるという
感覚でした。
　化学は、実験が受験勉強の息抜き
になって、勉強しているけれども楽
しい時間になりました。実験は机上
で学ぶよりも実際に見る方が記憶に
残りやすいので、勉強効率が良かっ
たです。生で見た実験器具を知らな
い間に覚えていることも多かったで
す。学校では高３になると実験をや
らなくなりましたが、グノでは直前
まで実験をやっていました。後半は
１か月に１回くらい、問題演習の合
間に小さめな実験を見せていただき
ました。
宮﨑：化学は、演習の合間に見せて
もらった実験動画もすごく面白かっ
たです。
　物理は黒田さんと同じクラスでし
たが、先生がとてもフレンドリーで
した。僕は周りの存在を忘れるくら
い夢中になっていましたが、先生も
一緒になって楽しんでくれたので、
授業に行くのが毎回楽しみでした。
　グノの物理は特殊で、高度な概念

を扱うことも結構ありました。でも、
それをしっかり復習して、他塾に通
う人たちに「この内容を知ってる？」
とどや顔で説明することもモチベー
ションになっていました。おかげで、
物理の成績はかなり伸びました。

グノーブルの国語

渡辺：高１のときに古文の通常授業
を受けました。もともと国語は苦手
でしたが、グノの古文は１年だけ受
講すれば受験まで勉強の必要がない
という方針でしたから、他科目で忙
しくなる前にとりました。
　パワフルな先生と、優しくていつ
もニコニコしていらっしゃる先生に
習いましたが、英単語と同じで、古文
単語も言葉の成り立ちや本来の動作
などと関連づけて教えていただいて、
とても覚えやすかったです。先生が
おふたりとも熱心で「この先生のた
めにもがんばろう」と思えたことも
あって、苦手だった国語も、センター
試験本番では９割を超えました。
黒田：高２で古文、高３の季節講習
ではセンター国語を２回受けました。
古文は苦手ではありませんでしたが、
周りの子たちが申し込むのにつられ
てとったら、授業がとても楽しかっ
たんです。
　昔のことを「これは浮気している
わ」などと現代風に先生が表現して
くださる生き生きとした授業で、古
文がさらに得意になりました。
　高３になってから先生に志望動機
も見ていただきました。そのときに
は授業を受けていたわけでもないの
に、快く引き受けてくださって本当
に助かりました。
　センター国語も面白かったです。
漢文は自分では全然勉強していませ
んでしたが、「これだけ押さえてお
けば、センターは大丈夫」というの
を示していただいて、それが本番の
武器になりました。
網谷：高３で古文と漢文、東大国語

を受けました。
　「駆け込み古文・漢文」では、先生
の「君たち本当にヤバイ！」から授
業が始まりました。そんなヤバイ僕
でしたが（笑）、短期間の授業でかな
り伸びました。
　「ヤバイ」から始まったので、最初
は担当の先生を厳しい先生かと思い
ましたが、実はとても親身な方でし
た。古文の助動詞を全くわかってい
なかった僕を、毎回の授業後に１時間
くらい指導してくださって、本当に救
われました。日本の古い言葉に造詣
が深い先生で教養も深まりました。
　東大国語の先生はパワフルで、授
業に出席していると、国語力だけでな
く、エネルギーまで充電できて、「来
週まで勉強がんばるぞ！」と思えまし
た。演習時間があって解説もがっつ
りという充実した２時間でした。
　何よりも僕らが試験会場で書けそ
うな答案を板書で提示してくださる
のが良かったです。予備校の答案は
「こんな言葉はとても使いこなせな
い」という高尚なものが多いですが、
グノでは「こういう点のとり方もあ
る」とおっしゃって、受験生が書け
そうないろいろなバリエーションの
解答を示してくださいました。
　添削も丁寧で、直前の過去問添削
も熱心にしてくださいました。現役
のときに国語だけは本当に実力を伸
ばせました。

グノーブルの先生

黒田：グノの先生は親身になってく
ださるので、相談や質問も気軽にで

ので、その中で切磋琢磨する雰囲気
がありました。私が一番で解き終
わったらうれしいし、他の人たちが
私より先に解き終わったら悔しいと
いう感じで、「勉強しよう」というモ
チベーションになりました。
　高２以降の先生には問題をたくさ
んいただけたので、他塾の人たちが
やっていたような問題集を一冊もや
らずにすみました。先生がくださっ
た授業プリントを復習して、さらに
プラスアルファでいただけるプリン
トにも取り組んでいました。
　グノの数学の特徴といえばセルフ
チェックシートです。セルフチェッ
クシートでは、自分と向き合うこと
になるので、自分の傾向をつかめる
という効果もある一方で、分野に
よっては、いかに自分がダメなのか
をつきつけられることにもなります。
　疲れたときや他科目の勉強ばかり
していて数学がおろそかになりがち
なときに、セルフチェックシートを
見て、「きちんとやらないといけな
い」と自分を奮い立たせていました。
宮﨑：確かにセルフチェックシート
では、自分がどんな分野のどういう
計算でミスをするのかがわかります。
先生も僕たちが書いた内容に目を通
して「この問題に対しては、基本的
にこれをやろう」といったコメント
をつけて返してくださいます。こう
した個人的なやり取りができると、
「それは絶対にやろう」という気持
ちになりました。
　先生との距離が特別に近いのはグ
ノの数学の特徴でもあります。クラ

スによっては人数が英語より随分と
少なく、授業中でも先生と仲良く話
せました。解説中にも「ここはどう
してそうなるんですか？」と質問で
きて、その場でいろいろ吸収できま
した。数学はそれなりに得意でした
が、グノでさらに力を伸ばせました。
藤田（理）：セルフチェックシート
では自分ができないところを細かく
分析していくことになって、その効
果の大きさを実感しました。問題の
解き方やミスしたところなどを実際
にセルフチェックシートに書いて残
すと、その問題に対する印象が強く
なって思い出しやすくなります。模
試や入試のときも、「こういう問題
をやったな」と思い出され、頭の中
にストックした記憶が役立ちました。
　私は、学校では「数学がそれなり
に得意だ」と思っていましたが、グ
ノだとできなくて、クラス落ちも経
験して落ち込みました。でも、先生
が親身になって授業や進路の相談に
乗ってくださって、それに救われま
した。
藤田（悠）：僕は、「全くダメ」とい
う表現がぴったりなくらい数学が苦
手でした。でも、グノの授業が楽し
かったので、苦手なときにも数学を
好きでいられました。
　グノの授業が楽しいのは、授業を
している先生が一番授業を楽しんで
いらっしゃって、その楽しさが伝
わってくるからだと思います。どん
なに疲れている日でも一秒も眠くな
りませんでした。
　グノに入る前は、問題の解説は理
解できても、そもそも問題に対する
方針の立て方がわからず、どうやっ
たら数学ができるようになるのかを
ずっと悩んでいました。
　グノの解説では、「どうしてその
解法を選ぶのか？」に重点が置かれ
ます。道具を自覚的に選んで使うこ
とができるように導いてもらえるの
です。グノで解法を学んだら、初見
の問題でも「自分にもできる」と

徐々に思えるようになりました。
　それから、改善点を具体的に捉え
られるセルフチェックシートは有意
義でした。僕は計算ミスがものすご
く多いんですが、「計算ミスが多い」
という大まかな捉え方だと、ひたす
ら計算演習するくらいしか解決策が
ありませんし、あまり改善につなが
りません。
　でも、セルフチェックシートに細
かくびっしり書いていたら、ミスを
しやすいときと多少複雑でもミスを
しない場合があることが判明しまし
た。具体的な傾向がはっきりすれば、
実際そういう場面に出くわしたとき
に、「いつもミスっている問題だ」と
意識してミスを減らせます。
網谷：僕は浪人時に後期のテスト演
習だけ受けました。解法や公式を覚
えるだけなら自分でもできますが、自
分の答案の良し悪しをプロの方に見
てもらいたかったのが受講理由です。
　グノのセルフチェックシートは良
かったですね。テスト演習が始まる
時期は秋で、本番まで時間が限られ
ています。新たに問題集をやるより
も、目の前の一問からどれだけ学べ
るかが大事な時期なので、そういう
意味でセルフチェックシートが有意
義でした。
　「シートに何を書こうかな？」と
意識しながら解説を聞くようになっ
たので、解説を聞いている最中にも
自分の中でいろいろなことが整理さ
れました。僕は過去問や模試の復習
をするときもセルフチェックシート
を書いていて、応用の利く勉強法で
した。 黒田 南帆さん（筑波大［公募制推薦］・都立小石川中等教育）

藤田 悠佑さん（富山大・サレジオ学院）

網谷 史人さん（北海道大・開成）

岡本 昌大さん（千葉大・攻玉社）
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藤田（理）：先生のおっしゃることを
きちんと実践していれば結果はつい
てきます。音読をきちんとするとか、
セルフチェックシートを書くとか、
そういうのを確実に行いましょう。
　付属校の人の場合、受験がしんど

くて諦めたくなることもあるでしょ
うが、グノの先生に相談して助けて
いただきながら、努力し続けること
が大切です。
岡本：グノの先生に聞きにいけば、
先生はちゃんと目の前の生徒に向
かって、話す内容も話し方も工夫し
て伝えようとしてくださいます。復習
の方法ひとつでも１対１で直接話し
てもらえるとやり方がより明確にわ
かります。それを忠実に守って勉強し
ていくことで合格を勝ちとれます。
藤田（悠）：グノの授業を信じれば
国公立医学部に合格できます。僕は、
英語のクラスが E

エ ッ グ ズ

GGS＊１からでし
たが、楽しくて役に立つ授業でした。

授業内容もクラスで大きく変わるも
のではありません。自分のクラスレ
ベルを気にせず、「しっかり復習し
ていれば力がつく」と信じて勉強し
てください。
宮﨑：僕は最後まで英語のクラスは
α２でしたが、先生は生徒の志望校
を踏まえた上でレベルに合った授業
をしてくださいますので、どのクラ
スでも諦めずに勉強してください。
　数学も、先生に言われた通りに
しっかりやっていれば大丈夫です。
グノの先生を信頼していれば絶対に
合格できると思います。

＊１　�EGGS（English Grammar Green Session for newcomers）：英語が苦手になってしまった一般生のための、通常クラスに入る前に英文法の基礎を補完す
る講座。

＊２　新中１対象の講座（２〜３月に開講）。

きました。要望にもいつもすぐに対
応していただけました。
　授業では、科目の内容だけでなく、
例えば扱った英文の背景とか、先生
の教養がにじみ出てくる話だったり、
先生がその科目のことを大好きなの
が伝わってくるような話もしてくだ
さいます。ずっと張り詰めた雰囲気
ではなく、息抜きみたいに聞ける話
がところどころに入るおかげで、授
業にも集中できました。
渡辺：元気で刺激的な先生が多いの
で、授業を飽きずに聞いていられま
す。
　個人的な質問や相談に対しては、
先生が一人ひとりの性格まで理解し
た上でアドバイスをくださいます。
どの先生もきちんと生徒一人ひとり
を見てくださるのはグノだけです。
藤田（理）：グノの先生は本当に親
身になってくださるし、生徒一人ひ
とりの顔と名前が一致していて、そ
れぞれにどういうところが得意で、
どんな弱点があるのかまで把握して
いらっしゃいます。
　AO入試で宮城に行ったときは授
業に出席できず、振替もできなかっ
たのですが、数学の先生が個別に対
応してくださいました。うれしかっ
たしありがたかったです。
宮﨑：グノの先生はみんな優しいで
すね。先生が生徒一人ひとりの答案
を添削して、いろいろアドバイスを
してくださるので、「よく見ている
な」と思っていました。
　それから、授業後のどうでもいい
話にまで先生たちはつき合ってくだ
さいました。こういう時間がとても

楽しく、受験でピリピリした中でも、
会話が弾んで本当に元気が出ました。
藤田（悠）：英語のように比較的人
数が多めのクラスでも、先生は一人
ひとりをよく見てくださっています。
解説の最中も僕たちの表情を見なが
ら話してくださって、納得できてい
ないときはすぐに気づいてくださり、
詳しく説明し直してもらえました。
　つまり、それは、わかっていない
ときにもすぐにバレるということで
すが（笑）。
岡本：初回の授業で顔と名前を覚え
てくださるのにはびっくりします。
　毎回の添削や授業中のやり取りの
ことも先生はちゃんと覚えていて、
あとになってから「あの頃はまだあ
んな答案だったけど、今はここまで
書けるようになったね」といったお
褒めの言葉をいただけたこともあり
ます。本当によく見てくださいます。
　中学のときにお世話になった先生
と高校になってからお会いしても、
先生の方から声をかけてくださいま
した。
網谷：先生方は１回目の授業で顔と
名前だけでなく、志望校まで覚えて
くださいます。化学のテスト演習を
受けたとき、僕は先生と全然話した
ことがありませんでしたが、それで
も、授業の最終日に相談にいったら、
僕の志望校もご存じでしたし、僕が
苦手としている分野も把握されてい
て的確なアドバイスをいただけまし
た。「一人ひとりを見る力がすごい
な」と感動しました。
　僕は学校でも予備校でも質問する
のがとても苦手でした。わざわざ人
を呼び止めて聞くのに躊躇してしま
うからです。でも、グノ生の皆さん
は積極的に質問しているし、先生方
も楽しそうに質問を受け付けてくだ
さいます。居残っての質問対応も気
になさっていないところなんて、他
塾ではありえないことですし、あり
がたかったです。

後輩へのアドバイス

網谷：グノで受講している科目につ
いては、グノのやり方を信じてつい
ていけば大丈夫です。
　医学部は高得点勝負です。他学部
だと数学や物理などの一部の科目が
できれば受かることもありますが、
医学部は苦手科目を他の科目で取り
返すのが難しいです。早くから苦手
科目と上手くおつき合いするのが大
切です。
　それから、センター試験はけっし
て舐めてかかってはいけません。セ
ンターはなるべく高得点を狙いま
しょう。
黒田：グノの先生に言われたことを
きちんとやれば、自然と成績が伸び
るし、合格もできます。自分なりの
工夫も大事ですが、まずは言われた
通りにやることが大切です。
　勉強や進路に悩んだり、精神的に
疲れたりしたときは、先生に相談し
てください。授業に関係ないことで
も先生は親身に相談に乗ってくださ
います。
渡辺：黒田さんに同感です。疑問に
思ったり、精神的に苦しいと思った
りしたら、すぐにグノの先生に相談
してください。グノの先生は私たち
の性格も弱点も理解してくださって
いるので、質問することで、授業では
得られないことが得られるはずです。
　授業中は、ただ授業を聞くだけで
なく、積極的に参加して、「すべて吸
収しよう」という姿勢で取り組むこ
とが大切です。

グノの数学を楽しみに通っていました。授業ではそのときのコンディションやひらめきに
頼るのではなく、具体的な方法論を示してくださいました。センスに頼ると限界になる
部分を戦略的に考えられるようになりました。� 蒲田 文和さん（東大理Ⅲ・開成）

●	�PDFフルバージョンでは、「医学部志望の動機」、「医学部の面
接」もお読みいただけます。
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入塾のきっかけ

北脇：英語と数学は中１になる前の
スタートダッシュ講座＊２から続け
ています。
　僕の学校では、土曜日は数学や国
語などの勉学系の授業をやらず、課
題研究などの行事に近いことをやっ
ていて、他の学校に比べて授業のコ

マ数が少ないんです。それで「塾で
も勉強した方がいいんじゃない
か？」という判断がありました。母
が塾探しをして、勉強を楽しめそう
で、宿題が少なめのグノが候補に上
がりました。
今野：僕もスタートダッシュ講座か
らグノに通っています。スタート
ダッシュ講座を受けて、教え方が

すっかり気に入って、「この塾がい
い！」と思い、そのまま英語・数学
を続けました。
牧山：私はふたりより遅くて、中２
のとき英語に入塾しました。中１ま
では別の塾に通っていましたが、何
を暗記させられているのかもよくわ
からないまま覚える勉強がつまらな
くて、私が「塾を辞めたい」と言っ

宮﨑 壮さん（千葉大・開成）

渡辺 藍子さん（東北大・白百合学園）

藤田 理彩子さん（東北大［AO 入試Ⅱ期］・立教女学院）
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13期生 合格者インタビュー

たら、親が「グノに変えてみれば？」
と勧めてくれました。
　授業を受けてみたら、英単語を語
源から覚える方法や、面白い英文を
読めること、宿題が少ないところな
どが気に入って、「これなら授業を
楽しめる」と思ったのが決め手にな
りました。
中川：僕は高１になるタイミングで
の入塾です。中学では、みんなと一
緒に他塾に入っていましたが、その
頃は惰性で英語を勉強していました。
改めて「英語をきちんと勉強した
い」と思い、友人から「グノが良い」
と聞いていたこともあってグノに決
めました。
　グノは、受験勉強として英語とつ
き合うというよりも、英語と仲良く
なれる塾で、「ここで勉強してみた
い」と強く思いました。英語に対す
る苦手意識をなくしてくれた塾です。
恩田：僕は高１の終わりに英語で入
塾しましたが、きっかけは母や友達
からの話です。
　姉の高校で「グノは英語が伸び
る」と評判だったのを母は聞いてい
ました。それと、僕の学校でグノに
通っている人が、みんな楽しそうに
勉強しているのも見ていました。実
際に授業を受けたら、本当に楽しく
て高３までずっと続けました。
　高２で古文もとりました。古文は
周りの影響が大きかったです。高１

で古文をとっている友達がいて、先
輩方もたくさん受講していて、評判
が良かったんです。当時古文がさっ
ぱりだったので、「何もやっていな
い人でも読めるようになるよ」「文
法から教えてくれるよ」といった話
に心惹かれました。
蒲田：僕も同時期にグノに入塾しま
した。友人から「そろそろ塾に入ら
ない？」という誘いがあって、主体
的というよりも友人につられて高１
の冬期講習に参加しました。
　グノは生徒と先生の距離の近さが
魅力でした。僕は「ザ・予備校」み
たいな雰囲気が嫌で、中学受験みた
いに楽しい雰囲気で勉強したかった
んです。それまでは、学校行事がと
ても好きで楽しんでいたので、塾に
行くよりも学校行事に参加したくて、
塾に全く通っていませんでした。
東海林：高２の３月ギリギリまで部
活があって、終わるのを見越して２
月ぐらいから「そろそろ塾を考えな
いといけない」と思っていました。
このとき、友人に「グノがとにかく
すごい！�お前、英語好きだろ？」と
言われ、実際にグノの春期講習を受
けてみて入塾を決めました。
　当時「単語帳をやらないといけな
い」と思っていたのに、「単語帳を覚
えない」というグノの方針に驚きま
した。音読もそれまでしていません
でしたが、音読すると楽しくて、英
語のリズムから単語の知識、英文ら
しい文の組み立てなど、あらゆるこ
とが入ってくるのを実感して、こち
らも驚きでした。授業も楽しくて
「ここしかない」という気持ちにな
りました。

グノーブルの英語

牧山：英単語の意味をたくさん暗記
しているのに長文読解に苦手意識を
持っている人が周りにいましたが、
グノだと中学の頃から長い英文に親
しめました。

　グノの取り組み方は普通とは逆と
いうか、単語を覚えて文章を読むと
いうよりも、文章を読みながら、そ
の中に出てくる単語の意味を語源か
ら説明してもらえます。文脈の中で
しっくりくる意味を教えてもらえる
ので、英単語に日本語の意味をあて
ても英文の流れがとぎれることがあ
りません。
　解説のときに、同じ語源の他の単
語がどんどん展開していくこともあ
ります。語源で単語の説明をしても
らえると推測力もつきます。このよ
うな授業のおかげで長文読解に強く
なれたのだと思います。
中川：英語と楽しくつき合えるとい
う印象の授業でした。僕は「この単
語は受験に必須だ」とか「この英文
は頻出構文だ」という受験の型には
める英文読解が苦手でした。本を読
むのが好きだったので、文章の意味
をそのまま読んで楽しみたかったん
です。
　だから、興味深い英文が用意され、
内容の解釈が主となるグノの授業は
楽しめました。
　それに、過去問ばかりを引っ張っ
てくるのではなく、生きている英文
をたくさん読めるグノの授業では、
英文の内容自体に興味を持てました。
東海林：中川君の言う通り、文章が
本当に面白かったし、グノでは文章
を楽しんで読むことが大切にされま
す。だから、問題を解いていても楽

しいんです。
　先生からも「ここではどんな意
味？」といった質問が投げかけられ、
文脈をしっかり踏まえることが求め
られました。丸暗記した意味が問わ
れているのではないので、質問に答
えられたときには、特別なうれしさ
があります。
　授業でのこういう経験は初めてで
した。僕はそれまで、情報処理とし
て英文を読んでいましたし、単語や
文法は必死で覚えるものだと思って
いました。
　でも、グノに入ってからは、英文
を味わう楽しみがわかるようになっ
たし、初見の単語でも意味が推測で
きるようになりました。英文が記憶
にも残りやすくなり、自然に頭の中
に残っているフレーズを英作文で使
えるようになっていたときは、自分
の成長を実感しました。

英単語の覚え方

今野：単語帳を使わないアプローチ
は、グノの特筆すべきところだと思
います。文章の中で出合った単語に
ついて、語源や関連語も一緒に教え
てもらえます。
　先生が基本動詞の意味を、体を
使って表現してくださったときは
びっくりしました。動詞なんだから
具体的な動作ができるのはあたりま
えなのに、今までそんな授業を受け

たことがありませんでした。
　前置詞のイメージを先生が黒板に
描いたときにも驚きました。英単語
の意味を日本語の意味に置き換えて
覚えようとしていたそれまでの常識
が覆り、単語の覚え方が自分の中で
180度変わりました。
　「単語帳の暗記は必要だ」と思っ
ていましたし、学校でも単語帳で覚
えるのがあたりまえの雰囲気です。
友達も単語帳をやっていました。
　でも、グノで英語を身につけた僕
は、一度も単語帳を開けることはあり
ませんでした。単語帳の暗記に時間
を使うのはもったいないと思います。
蒲田：単語帳だと、日本語で書いて
ある意味しか覚えられません。でも、
語源を踏まえて単語を解釈していく
と、単語が持つふくよかなイメージ
がわかります。文章中で単語を覚え
ていくと的確な使い方が身につきま
す。和訳する必要があるときは、そ
の場に最も適した訳し方が浮かぶよ
うになるし、英作文をするときには
適した単語が選べるようになります。
　グノは、読解の授業でも作文の授
業でも、単語と日本語の一対一対応
ではなく、日本語では表せないイ
メージをつかみやすいような解説が
なされていて、それは先生が僕たち
に、受験だけで終わらない英語を伝
えようとしてくれているからだと思
います。
北脇：同感です。パッと単語を見た
とき、「あの文章にあった単語だ」
と、英文ごと、内容と一緒に単語が
思い出せるようになって楽しかった
です。

グノーブルの音読

恩田：先生方の英語の知識はもちろ
ん素晴らしいのですが、そこにとど
まりません。いろいろな分野にも先
生方は精通されていて、英文の背景
知識まで詳しく説明してくださいま
す。だから、自分で読んでいるとき

には面白さが理解できなかった英文
でも、授業の解説を受けると興味深
いものに変わります。
　興味の持てる英文は、そこに書か
れている知識や考え方自体を学びた
くなるので一生懸命に復習したくな
ります。授業で扱った英文を音読で
復習するのが大好きでした。勉強の
苦しさはまるでありませんでした。
北脇：自宅学習は授業後の復習がメ
インで、その復習の中心は、誰かに
語りかけるようにする音読というの
が、グノの際だった特徴です。
　授業で十分に理解して、その面白
さがわかっている英文を、誰かに伝
えるように音読するのは、単純に楽
しいです。英語の実力も上がりました。
　英文を前から語順のまま読む力が
身について、単語を文章の内容と一
緒に思い出せるようにもなりました。
僕は他の教材を使わずにグノの教材
一筋でした。
　新しい英文を読むときも口パクし
ていました。口パクしているとスラ
スラ意味がとれます。入試本番でも
口パクしたおかげでスラスラ理解で
きました。
恩田：先生の「演説するように音読
するんだよ」という言葉に共感して、
演説のつもりでの音読を心掛けてい
ました。授業の解説でよく理解して
いる英文を「演説」していると、筆
者の言いたいことや、英文の組み立

蒲田 文和さん（東大理Ⅲ・開成） 北脇 優斗さん（東京医科歯科大・筑波大学附属駒場）

恩田 健吾さん（東京医科歯科大・筑波大学附属駒場） 今野 諒也さん（筑波大［公募制推薦］・海城）
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13期生 合格者インタビュー

＊GSL（Gnoble�Sound�Laboratory）：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。

てがよく見えてきます。
　英語に関しては、話すこと・聞く
こと・読むこと・書くことの４つの
うち、一番進度が遅いものに引きず
られるので、４つのどれもおろそか
にしてはいけません。だから、毎日
音読を欠かしたことはありませんし、
寝るときはGSL＊を流して寝ること
もありました。
　直前期には問題を解くとき、問題
文を音読していました。医科歯科大
の入試問題は超長文なので、できる
だけ集中力を切らさずに前からパ
パッと解釈できれば有利になります。
本番ではそれがしっかりできて、音
読の真価を身をもって感じました。
東海林：授業を受けた次の日に学校
でも家でも音読をするようにしてい
ました。好きな英文は 10回か 20
回は読んでいましたね。気に入った
英文だとつい読んでいて楽しくなっ
てしまうことがあって、「このぐら
いでやめないとまずい」と思うくら
い読み込んでいました。
　何度も読んでいると、解説を聞い
てメモしたことがパッとわかる瞬間
があります。「こういうことだった
んだ」と解説されたことを実感でき
るのはとてもうれしくて、「別の発
見があるかもしれない」と思うと、
また読んでしまうんです。
牧山：私は、音読は高３になるまで
はあまりしていませんでした。そも
そも復習もクラス分けテストの前に

バーッとするくらいでした。高３に
なってからは、家で音読して、行き
帰りの電車の中でも、マスクをして
バレないように口を動かして心の中
で読んでいました。
中川：グノの音読は、いろいろなと
ころで気軽にできるのが魅力です。
移動時間中も口パクで読み込みがで
きます。
　音読がうまくなるとそれだけで英
語の学習効果は大きいので、スキマ
時間が英語の勉強時間に当てられま
す。授業の前後の５分間休みや時間
の余ったときに取り組むだけでなく、
他科目で疲れたときに、気分転換と
して英語を読みました。
　音読すると、演習のときに読めな
かった部分などがパッとフラッシュ
バックして記憶に刻まれます。
　自分で新しい英文を用意して読ん
だこともありました。このときは、
構文などが自然とわかるくらいまで、
授業以上に読み込みました。僕は音
読だけを信じてやってきて結果も出
たので、音読というスタイルは自分
に合っていたのだと思います。
蒲田：僕も同じで、家に帰るのに１
時間かかるので、電車の中でその日
の復習と音読をやるようにしました。
音読が習慣になるにつれて、英語は
段々伸びました。
　直前期までは数学や理科をやらな
ければならないことが多くて、夜遅

くまでこれらの科目を勉強している
と、「これから英語をやるよりも早
く寝たい」となりがちでした。でも、
直前期にはそれを我慢して、音読だ
けはするようにしたら、最後は英語
が一番伸びました。
　音読は、１日２日空けてやるのと
毎日やるのとでは全然違います。毎
日しっかり音読してこそ効果があり
ます。
今野：僕も高２までは音読していま
せんでした。音読は体を使うので疲
れるし、部活もあって面倒くさかっ
たからです。音読を始めたのは高３
になってからで、読解の授業で毎回
取り組む要約演習が全然できなかっ
たことがきっかけです。
　先生からは「英文は生き生きと読
めなくてはいけない」と強調されて
いましたが、最初のうちは、「生き生
きと読むというのは、どういう意味
なんだろう？」と思っていました。
　音読には半信半疑だったものの、
要約演習で点がとれないので、とに
かく先生に言われたままにやりまし
た。電車の中ではGSL を聞き、学
校の休み時間には音読し、家に帰っ
てからは椅子の上に立ってプレゼン
する気持ちで音読しました。
　そのうちわかったことは、「音読し
ていると体が反応する」ということ
です。わかっていない単語があると
自然と読めなくなって止まってしま
います。伝える気持ちを忘れて声を

出すだけになっているときもすぐに
気づきます。うまい読み方ができる
ときは頭も体も気持ち良くなります。
　音読に真剣に向き合い始めてから、
先生に以前から言われていた、「耳
や口を鍛えないで英語の勉強をする
のは、ボールを使わずに野球の練習
をするようなものだ」という言葉の
意味がわかるようになりました。
「生き生き読む」ことも実感できる
ようになって音読の素晴らしさに気
づきました。

グノーブルの数学

今野：中１から高１までのグノの数
学では、競うように楽しく問題を解
けました。担当の先生が生徒一人ひ
とりを見回って、ちゃんと気を配っ
てくださいました。進度が速い人は
プリントが追加で配られ、いくらで
も楽しめて盛り上がっていました。
問題に手間取っている人には先生が
「大丈夫？」と声をかけてくださる
し、必要ならば一から丁寧に説明し
てくださいます。

　数学は好きでしたが必ずしも得意
ではなかったので、先生の配慮と授
業の雰囲気に助けられました。
北脇：僕も中１から数学を受けてい
て、授業で数学を楽しませてもらえ
ました。先生は一人ひとりにプリン
トをくださったりといつも配慮して
くださりました。
　高２高３でも引き続き一人ひとり
に目を配る点は変わりませんでした。

僕は数学が得意でしたが、独学では
理解できないこともあって、それを
教えていただくために授業に通って
いました。すんなり理解が進む授業
でした。
　セルフチェックシートも書きまし
た。基本的には、授業内演習につい
て振り返って書きました。
　僕の場合、セルフチェックシート
は書くこと自体に大いに意味があり
ました。書くことで自分の弱点を炙
り出して自分の解法を見直すきっか
けにしていました。答案の形で書く
のとは違って、自分で言葉にして文
章にするので、論理的にまとめるこ
とができたと思います。
　書いているうちにいろいろな解法
が身について、自分が成長するのを
実感できたのが一番大きかったです。
蒲田：高１から高２までは受験勉強
の意識もなく、グノには数学を楽し
みに通っていました。当時は、「微積
は難しい」というイメージがあって、
特に積分に苦手意識がありました。
でも、授業の解説がわかりやすく、
最終的には微積が味方になってくれ
ました。
　高３の数ⅠAⅡBには、僕が苦手
な発想を要求される問題がありまし
た。そういう問題に対して、そのと
きのコンディションやひらめきなど
に頼るのではなく、「こういう問題
はこう解く」という方法論を示して
くださったのがグノの授業でした。
センスに頼ると限界になってしまう
部分を戦略的に考えられるように
なって、数学の力が伸びました。戦
略的な方法論が身についたのは数Ⅲ
でも同様でした。
　セルフチェックシートは毎週書き
ました。自分が正解した問題でも
「ここでショートカットできたな」
とか「ここは必要なかったな」とか
を考えて、間違えた問題だけでなく、
正解した問題でも時間短縮などの反
省をするのに役立ちました。

グノーブルの古文

北脇：グノの古文は１年間だけ受け
れば受験対策が完成します。「高１
からだと早いかな？」とも思いまし
たが、僕は高１の春期講習から古文
を受講しました。
　受けてみるととにかく授業が楽し
くて、楽しいから学びたくなって、
という感じでした。古文が得意とい
うわけではありませんでしたが、楽
しいからモチベーションが上がって、
単語や文法の知識も面白いように頭
に入りました。学ぶのも問題を解く
のも苦でなく、復習していてもさら
にモチベーションが上がりました。
　高１で学んだことは、高３でセン
ター試験を解くときも記憶に残って
いました。楽しんで覚えたことは、
１年のブランクがあっても定着して
いるものです。古文の参考書などを
読まなくても、授業に出ていれば助
動詞の識別などが印象に残って、
「どうして識別ができないのかわか
らない」というレベルにまで到達し
ました。
恩田：僕が古文を受講したのは高２
の１年間でした。春期講習でひと通
りの文法が頭に入った状態になり、
あとは授業を楽しむために通ってい
たところがあります。
　担当の先生は知識が豊富で話が上
手でした。内容が的確でわかりやす
い上に、ジョークやユーモアを交え
た小話があって、その流れで知識も
確認してくださったので、関連知識
も含めて古文単語を覚えられました。
　知識の確認では、答えられないと

中川 就迪さん（慶應義塾大・開成）

牧山 優香さん（信州大・早稲田実業）東海林 睦さん（横浜市立大・淑徳）

恩田 健吾さん（東京医科歯科大・筑波大学附属駒場）

蒲田 文和さん（東大理Ⅲ・開成）
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恥ずかしいですが、答えられると話
が弾んで深い話まで聞けます。だか
ら、「しっかり答えて、先生から深い
話を聞きたい」というのが毎回復習
するときのモチベーションになりま
した。

グノーブルの先生

牧山：グノの先生は全員、２回くら
いで生徒の顔と名前を覚えてくださ
います。名前を知ってもらえてあて
てもらえるので、やる気も出るし、
「答えないといけない」という使命
感も生まれます。
　私の英単語力のほとんどは、中３
からずっとお世話になった先生のお
かげです。大切な単語に関しては何
度も語源から教えていただき、あま
り面白くないギャグと一緒に記憶に
残っています（笑）。英文を前から読
む読解力が身についたのもその先生
のおかげです。
　その先生とは長いおつき合いでし
たから、私のことをよくわかっても
らえているという安心感がありまし
た。弱いところや課題を何度も指摘
していただいたり、個人的にアドバ
イスをいただいたりしました。直前
期には英作文の添削もたくさん対応
していただきました。本当に感謝し
ています。
北脇：確かに、先生が僕たちの名前
を覚えてくれて、初回の授業から名
前であててもらえるのは良かったで
す。先生が生徒一人ひとりを見よう
としてくださる姿勢を感じられて、

すごいと思うと同時に、感謝の気持
ちも生じました。
　英語も数学も古文も、先生が面白
い話やジョークを言ってくださって、
授業が楽しくなる工夫がちりばめら
れていました。苦痛の少ない大学受
験ができたのは、グノの先生方のお
かげです。
恩田：グノの授業が楽しかったのは、
知ることの喜び、考えることの喜び
を、先生方に伝えてもらえたからで
す。
　大学受験に必要だから勉強すると
いう面もありますが、英語から得ら
れるいろいろな知識や情報は日本語
で獲得できるものよりも断然多くて、
しかも、思わぬ視点や考え方と出合
えます。そういうことは、グノで扱っ
た英文から十分に感じとれました。
　将来英語を駆使していろいろな人
と交流して、いろいろな知見を増や
したいと思っています。グノの先生
から、英語を通して見える世界がど
んなものかを教えてもらえましたが、
僕は、そういう授業をしてくださっ
た先生を本当に尊敬しています。
　先生方の熱意もすごいんです。高
３の頃は延長があたりまえの授業ス
タイルでしたが、面白い授業を受け
ていると、いつの間にか「えっ、も
うこんな時間？」となっていること
が多かったです。先生が本当に熱心
なので、「僕もがんばるぞ」とも思っ
ていました。
中川：どの先生の授業からも本当に
熱意が伝わってきました。「その熱
意に自分も応えないといけない」と
思って、がんばり続けられました。
東海林：グノの授業は空気が引き締
まっています。教室の雰囲気をつく
るのはどんな先生がどれほど熱意を
持っていらっしゃるかによるところ
が多いように感じます。
　グノの英語の授業はずっと集中し
て、ものすごく頭の冴えた状態で受
けられました。ですから、受動的に
授業を受けていただけでは得られな

いものをものすごく学びました。そ
ういう環境をつくってくださった先
生に本当に感謝しています。
蒲田：一番感謝しているのは個別対
応していただいたことです。グノは
他塾に比べて少人数なので面倒見が
良かったと思います。僕は毎回質問
しにいって、飲み込めない部分が消
化できるまで粘りました。それでも
先生は嫌な顔をせず、一つひとつ丁
寧に教えてくださいました。
　しかも先生は、僕たち一人ひとり
の状況をしっかり把握して、それに合
わせた的確なアドバイスをください
ます。おかげで英語でも数学でも、穴
のない受験準備ができたと思います。
今野：僕も授業前や後でいつも質問
していました。メールでもたくさん
質問していましたが、先生からはす
ぐに丁寧な返信が届きました。それ
には本当に感謝しています。
　それから高３のカリキュラムに
入った高２の１月から、急に英語の
成績が落ち始めてしまいました。最
初のクラス分けテストでαからα１
に落ち、２回目のテストでα３まで
落ちてしまいました。それまでずっ
と英語が得意科目だと思っていたの
に頼みの綱が切れてしまい、絶望的
な気持ちにもなりました。
　そんなときに支えてくださったの
がグノの先生方でした。
　ある先生は直接電話で「いつでも
頼っていいよ」と声をかけてくださ
いました。もうひとりの先生は
resilience＊という言葉を教えてく
ださいました。「ここで諦めたら何
もかも終わってしまう」と思い直し、

「粘り強く」努力を続けようと思え
ました。そして、８月末の最後のク
ラス分けテストではα１に戻ること
ができました。
　これからの人生も粘り強く、
resilience をもって進んでいこう
と思っています。

後輩へのアドバイス

恩田：グノは音読の大切さを教えて
くれますし、実際にその通りに音読
すると大きな武器になります。グノ
で学ぶ英語は将来にも活かせると思
います。大学受験だけでなく、背景
知識などにもアンテナを張りながら、
いろいろなものに興味を持って学ん
でください。
蒲田：グノは数学も英語もきちんと
教えてくれる塾です。少人数で生徒
一人ひとりと向き合ってくれるので、
その環境を利用しましょう。授業内
容の80％、90％が自分のものにな
るように、納得するまで質問するこ
とを積み重ねれば、確実に実力がつ
きます。
北脇：グノに通ってきちんと授業を
聞くことに加えて、自主的な姿勢を

忘れないことが大切だと思います。
英語の学習に関しては、グノのやり
方での音読をすれば、絶対に力が伸
びます。医学部だからといって医学
部受験の勉強に特化しなくても、グ
ノを信じてがんばれば楽しく実力を
伸ばせて、どこの問題にでも太刀打
ちできるようになります。
今野：高３になると、既卒生も模試
に参入してきて一気に成績が落ちる
可能性があります。僕自身はグノの
クラス分けテストでも落ちてメンタ
ルがどん底になりました。そんなと
きはひとりでがんばろうとしすぎな
い方がいいと思います。グノの先生
はしっかり支えてくださいます。心
が救われるような、本当に素晴らし
い対応をしてくださって、僕は感謝
の気持ちでいっぱいです。
　先生方は、僕たち生徒が思ってい
るよりも、生徒一人ひとりのことを
考え、しっかり見ていてくださいま
す。グノに通っている後輩たちにも、
先生方に普段から質問や相談をして、
積極的に頼って、最後には自分の
やってきたことを信じて試験に臨ん
でもらいたいと思います。
東海林：グノはとても楽しい塾です。
授業が楽しくて、音読しているうち
に英語の力がついてきて、さらに授
業でいろいろなことを吸収できるよ
うになって、というサイクルを繰り
返しているうちに、英語が自分の中
にしっかり根づいていきます。
　英語が自分の中に根づいて、英文
を英語のまま読めるようになってく
ると、知らない単語も文脈の中で推
測できるようになってスラスラ内容
が入ってきます。そのうちに今度は
文章の内容に対して深く考えられる
ようにもなれます。
　グノでは英文の内容も、自分の成
長も、楽しみながら勉強できますし、
その経験があれば受験勉強も乗り切
れます。がんばってください。
牧山：特に女子は数学が最初から最
後まで苦手なことが多いです。でも、

医学部は数学と理科と英語の配点が
１対１対１であることが多いので、
数学が苦手だからといって諦めない
でください。実際、私は数学で失点
してしまいましたが、英語がずっと
安定していたので穴埋めできました。
特に英語は、できるようになると落
ちにくい科目なので、英語を安定さ
せれば受かると思います。
　グノでしっかり復習していけば、
英語は力がついて安定し、自分の強
みになってくれます。グノの環境を
しっかり利用して、復習もしっかりし
て、英語を伸ばしていってください。
中川：英語を受験勉強と捉えるとつ
まらないし続きません。一方、グノ
は、受験のための勉強というより、英
語が楽しくなるような勉強をさせて
くれる塾です。だから、授業時間が長
くても、面白いから長く感じないし、
楽しく通い続けられるはずです。
　僕の場合、高３の冬の模試で慶應
が E判定で、「ヤバイ」と思いまし
たが、最終的には合格しました。医
学部に限らず、最後まで努力すれば、
大学は入学を認めてくれます。逆に、
合格できる実力があっても、最後ま
で努力しないと結果はついてきませ
ん。周りを見ても、真面目に勉強を
続けていた人は受かっているし、途
中で油断した人は結果が出ていませ
んでした。
　最後まで努力できるかできないか
で結果が変わってくると思います。
そしてそれをし続けるコツは、勉強
の中にいつも楽しみを見いだすこと
だと思います。

今野 諒也さん（筑波大［公募制推薦］・海城）

北脇 優斗さん（東京医科歯科大・筑波大学附属駒場） 牧山 優香さん（信州大・早稲田実業）

東海林 睦さん（横浜市立大・淑徳）

中川 就迪さん（慶應義塾大・開成）
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◎ 表紙の写真とこのページ
の メ ッ セ ー ジ は、 受 験
報告会（2019年３月）の
記録から編集者が任意に
選んだものです。



グノーブルの授業は、

皆さんと私たちの合作。
一方通行の解説ではないので眠くなることはありません。
●「家で宿題、塾で答え合わせ」という古いスタイルを打ち破っています。

●授業中に集中して演習できます。私たちはその答案をその場で添削します。

●演習直後の解説は、私たちと皆さんがやり取りしながら進めます。

●皆さんが楽しく効果的に取り組める教材を、毎週新しく配付します。

熱中できる仕組み、質問も相談もすぐにできる環境を実感してください。
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監修：グノレット編集部（gno-let@gnoble.jp） GL�23-1906-1

本物の知的体力がますます求められています。
その知の力を伸ばすのに最も大切な要件は、
前向きになれる、知的刺激にあふれた環境で学
ぶことです。授業形式、教材、そして、教職員の
接し方に至るまで、皆さんが意欲的になれる環
境を整備し、難関大学・学部を目指す皆さんを
しっかりサポートしていきます。

最新の入試傾向に対応したカリキュラム、精選さ
れたオリジナルテキストを基に、経験豊かな講師
陣が一人ひとりに向き合った双方向の授業を展開
し、難関中を目指す子どもたちを導いていきます。
学習したい教科や志望校別のクラスが選択でき
るなど、中学受験に関するさまざまなご要望にお
応えしていきます。

生徒一人ひとりに心を配り、その子の持つ可能性
を追求します。学習状況に合わせて、講師１名に
生徒２名、あるいは生徒１名の完全個人指導体制
を提供します。中学受験・大学受験グノーブルと
並行して通うことも可能です。グノーブルオリジナ
ルテキスト等も併用しながら、個別に対応します。

さまざまな楽しい英語体験を通して、聞く、話す、
読む、書くの４つの力を伸ばします。先生２名に生
徒は８名程のクラスで、ネイティブの英語に触れ、
親しむことができます。ご家庭での学習も配慮し
た教材で、継続的な学習を無理なく行うことがで
きます。

Gnoble グループ　各校舎所在地


